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第一章　運命の再会












　私は前にもこの人の彼女になりたいと思ったことがある。再会して、同じ想いを抱いた。

　だから、迷うことなく気持ちを伝えた。

「私を彼女にしてください」

　彼の形の良い唇が、驚きで半開きになった。







＊＊＊＊＊








「本日付けで、室長として着任しました保科ほしな彰斗あきとと申します。本社勤務は二年ぶりで……」

　私は挨拶する保科室長を見ながら、いろんなことを考えていた。

　着任前の挨拶と前任者との引き継ぎで二度ほどこの部署に顔を出していたらしいが、私はあいにく外出していたり、有給休暇中だったりで、今日初めて顔を見た。

　前任の室長より若い人だと聞いていたけれど、想像よりも若すぎだ。

　まだ三十代前半だと思われるこの人が、ここ経営企画室のトップ？

　前室長は確か五十五歳。今回の人事異動で、専務取締役に就任した。

　経営企画室長の次の役職は取締役というのがお決まりのコースとなっているようだ。

　そういう中で……この人、どういう理由でこんな早い出世をなしとげているのだろう？

　それと、一番気になるのがあの顔だ。くっきりとした二重の黒い瞳に筋の通った鼻……誰もが彼をイケメンだというであろう。

　黒髪も短くスッキリ整えられていて、長身ですらりとした体型にスリーピーススーツがよく似合っている。

　今は九月。

　まだクールビズの時期にキッチリした服装なのは、着任初日だからかもしれないが、暑さを感じさせないくらい爽やかな印象を受けた。

　その爽やかな室長を私はどこかで見たことがある気がする。

　はて、どこでだろう？

　記憶を辿っていると、室長は「よろしくお願いします」と挨拶を終えて微笑んだ。

　あの笑顔にも見覚えが……んー、どこで見た？

　名前は保科さん……ほしな……脳裏に白いネームプレートに印字された『ほしな』が浮かび上がる。

「あ！　ほしなさん！」

　突如として記憶がよみがえり、室長を指差した。

　その瞬間。ここにいる人たちが一斉に私を見た。もちろん室長本人もである。

　いけない……。

　私は手を下げて、「すみません」と肩をすくめた。

　室長が私の目の前までやってきた。

　もしかして、彼も私を思い出した？

　それとも指差した私を注意しようとしている？

　どちらだろう？

「私は間違いなく保科ですが、君の名前は……青野あおの莉央りおさん？」

　室長は私の首から下げているネームホルダーを見て、そこに記されている名前を読み上げた。

「はい、そうです。青野と申します。これからよろしくお願いいたします」

「こちらこそよろしくお願いします。で、なぜ私を指差しましたか？」

　にっこりと口元を弓なりにさせているが、目が笑っていない。

　私の知っている保科さんとは違う……もしかして、似ている別人だった？

　ううん、この人はあの保科さんだ。顎の右側にあるホクロの位置が同じだもの。

　心臓がどくどくと波打った。

　あの人にまた会えるとは……突然緊張が走る。

「あの、私、昔、室長が店舗にいた時に出会ったことがありまして、そのことを思い出して、ビックリしてしまいました。室長、私のことを覚えていますか？　その頃、私は高校生だったのですが」

「えっ？　青野さんと俺は会ったことがあるの？　店舗勤務時代……」

　私の答えが思いがけないものだったようで、室長は砕けた口調で腕組みをし、空を仰いだ。

　待つこと数秒……思い出そうとしていたようだが、首を横に振った。

「申し訳ない、覚えていない」

　私は肩をガックリと落とした。






　ここは生活ブランド雑貨を販売するライエール株式会社。

　社名の『ライエール』は英語の『ライト』とフランス語の『リュミエール』を合わせたもので、光を意味している。

　私は入社してからの二年間、ショッピングモール内にある店舗で働いた。そして、今年のゴールデンウィーク明けから本社で勤務している。

　異動してから四か月が経ち、先輩社員の指導のもとで、ようやく会議資料作成や議事録作成などの業務に慣れてきたところだ。

　今も来週行われる経営会議の資料をパワーポイントにまとめていた。私が今日中に仕上げて、明日からは先輩の長山ながやま実咲みさきさんが手直しする予定となっている。

　長山さんはショートボブヘアが似合う女性で、保育園に通う男の子の美人ママだ。

「青野ちゃん、まだかかりそう？　私、今週はお迎え担当だからもう帰らなくちゃならないけど」

「もうちょっとだけやっていきます。私のことは気にせず、帰ってください。息子さん、きっと待っていますよ」

「ありがとう。少しくらい遅れても大丈夫だから、ほどほどにね」

「はい、お疲れさまでした」

　長山さんはちょうど近くにいた室長に「お先に失礼します」と挨拶してから、帰っていく。室長は「お疲れ様でした」と微笑み返した。

　私はその様子を横目で見て、今日の昼休みに長山さんと話したことを思い出す。

　昼休みは長山さんと食事することが多く、今日も休憩スペースでそれぞれ持参したお弁当を食べた。

　その時に室長のことを少しだけ教えてくれた。

　室長は長山さんより入社も年齢も一年下の三十三歳で、独身。二年間グループ会社に出向していて、このたび本社に戻って来たという。

　つまり、彼は私が入社してから昨日までの間、別の会社にいたのだ。だから、今まで会うことがなかったようだ。

　ライエールの社長には娘が一人いるが、看護師をしていて会社経営には関わっていないらしい。

　室長は社長の甥で、社長と一緒にこの会社を立ち上げた人の息子さんだとかで、社長の後継者だと言われているそうだ。

　そのことを聞いて、今回室長に就任した理由がわかった。いずれ社長になる人だから、若くして室長になったのだろう。

　まさかあの時の優しい店員さんがそんな立派な人だったとは、いまだ信じられない。

　だけど、今日一日彼の仕事のこなし方を見て、納得できるものはあった。自分よりも年が上であろうと下であろうと話を真剣に聞いて、謙虚な姿勢を見せつつ自分の意見を述べ、的確な指示をしていた。

　統率力のある人という印象を受けた。と、同時に遠い人のようにも感じられた。

　私の覚えている店員時代の彼は親しみやすくて、優しいお兄さんだった。私はそんな彼に憧れていて、何度も店に足を運んでいたのだった。

　あれから、かなり月日が経っている。店員から室長になるまでの間に変わったのかもしれない。

　一時間残業して業務を終えた私は、室長の前まで行った。パソコンを操作していた室長は手を止めて、私を見上げる。

「お先に失礼します」

「お疲れ様。明日もまたよろしくね」

　最後の『ね』を言った顔は、あの頃好きだった笑顔だった。胸がドキッとして、室長を見つめたまま動けなくなる。

　そんな私を怪訝に思ったようだ。

「どうしたの？」

「あ、いえ！　ちょっと懐かしくなってしまいました」

「懐かしく？　あー、そうか……ごめんね、覚えていなくて」

　室長は申し訳なさそうに眉尻を下げた。

　あの時もそんな顔をしていましたよと言いたくなったけれど、それは心の中にしまった。

「十年くらい前のことですから、覚えていなくても不思議ではないです。だから、気にしないでください」

「ありがとう、青野さんは優しいね。おかげで心が軽くなったよ。気を付けて、帰ってね」

「はい！　ありがとうございます」

　優しいと言われて、一日の疲れが吹き飛んだ。こんな私を気遣ってくれるなんて、室長こそ優しい。

　また彼に惹かれそうな予感がした。






　弟の礼央れおと暮らすマンションへ帰り、玄関でパンプスを脱ぐ。

　私は都内の大学に進学して、四年間は学生マンションで過ごしたが、四歳下の礼央の大学進学と私の就職の時期が重なり、現在のマンションに二人で生活するようになったのだ。

「ただいまー」

「おかえりー」

　礼央よりも先に顔を出したのは、下の階に住む私と同じ二十五歳の玉井たまいまりか。

　私たち姉弟が住んでいるのは家族向けの部屋で、まりかの部屋は単身用となっている。

「まりか、来てたんだ」

「うん、礼央くんが呼んでくれたの」

　まりかは私の中学からの親友だ。

　中学生の時に親の転勤で引っ越したが、同じ大学に進学したことで私たちの友情は再び深まった。

　礼央は、料理が趣味でいろんなものを作ってくれる。まりかは礼央の料理ファンでたびたび食べに来ていた。

　最近髪をベージュブラウンに染めた礼央が、器を出しながらこちらを向く。

「豚汁を多く作ったから呼んだんだよ。今、サンマを焼いているからね」

「おお！　やっぱりサンマの匂いだった。今年初だー」

　テンションが上がった私はまりかとハイタッチする。まりかは早々と食べる姿勢を示し、ストレートのロングヘアをヘアゴムで一つにまとめた。

「礼央くん、手伝うよ」

「ううん、大丈夫。まりかさんは座って待っていてよ」

「はーい」

　お行儀よく椅子に座ったまりかに心を和ませ、私は洗面所で手洗いをした。

　自室でスカートをスキニーパンツに穿き替えて、セミロングの髪をバレッタでまとめていると、お腹が鳴った。

　美味しそうな匂いは食欲をそそる。

　腹部を押さえながら、まりかの隣に腰を下ろした。

「あー、お腹ペコペコ」

「ほい、どうぞー」

　礼央が絶妙なタイミングで焼きあがったサンマを私とまりかの前に一匹ずつ並べる。

「あれ？　礼央の分は？」

「俺のは今焼いている。一度に二匹しか焼けないから。お二人、先に食べていいよ」

「悪いわねー。まりか、食べよ」

「うん、いただきます」

　まりかはまず、豚汁を口に入れて「んー」と感極まった声を出す。

「うわー、心の中まで温まる。礼央くん、最高に美味しいよー」

「うんうん」

　同じように豚汁を食べた私は相槌を打ってから、サンマに取り掛かった。

「姉ちゃんもまりかさんもめっちゃ美味しそうに食べてくれるから、作りがいがあるよ」

「礼央くんの料理は何食べても美味しいから、私の専属シェフになってほしいくらいだよ。あー、サンマもサイコー」

　まりかはほっぺが落ちると頬を押さえ、ニコニコ顔で食べ続けた。

　そのうちに焼けたサンマを持ってきて、礼央も一緒に食べる。

　早くも豚汁を食べ終えた私はお代わりをよそってこようとお椀を手にして、腰を浮かせた。すると、礼央が先に立ち上がる。

「俺が行くよ」

「そう？　ありがと」

　私はお椀を礼央に渡して、座り直した。料理が得意で、気が利いて、優しい弟だ。なかなかいい男に育っていると思う。

　他の誰かには渡さず、一生私の専属シェフでいてほしくなってしまう。でも、私はいずれ結婚する相手を見つけて、その旦那さんのために……と考えているところに室長の顔が浮かんだ。

　私はご飯を口に運んでいたまりかの腕を掴む。

「そうだ！　聞いてよ、まりか！」

「ちょっ、何よ、急に。落とすとこだったじゃない」

　間一髪で口に入れたご飯を咀嚼したまりかがじろりと睨む。私は慌てて、手を放した。

「ごめーん」

「落とさなかったからいいけど。で、何？」

「まりかは覚えているかなー。高校生の時にライエールで私が出会った優しいお兄さんのこと」

　まりかが引っ越してからは直接話ができなくなったけど、私たちは時々ビデオ通話でお互いの近況を話していた。

　一瞬首を傾げたまりかは「ああ！」と声をあげた。

「ライエールのお兄さんって、莉央が惚れた人だよね。確か突然消えちゃった人？」

「消えちゃったというか、別のところに異動になっちゃったんだけど、そのお兄さんに会ったのよ！　上司として、今日着任したの」

「ええっ、莉央の話に何度も登場したあのお兄さん？　その人が莉央の上司に？」

　まりかが言うようにあの頃、私のメッセージを送るアプリのタイムラインはお兄さんのことで埋め尽くされていた。

「うん、そうなのー。ねえ、まりかー、どうしよう」

　今、まりかの箸はテーブルにある、それを確認してから、私はまた、まりかの腕を掴んでゆすった。今度は落とす心配はない。

「どうしようって、言われてもねー。そんな運命的な再会って、実際あるもんなのだね。すごいじゃん！」

「まりかもそう思う？　私もこれは運命かと思ったんだよ。でも、ただの偶然なのかとも思ってね」

「いやいや、こういうのを運命と言わないで、何を運命だと言うのよ」

「姉ちゃんたち、さっきからなんの話してるの？　姉ちゃんが昔好きだった人が上司になったとかいうわけ？」

　私たちが興奮している間にお代わりした豚汁は置かれていて、礼央は自分の分のサンマの骨を取り除いていた。

「そうよ、礼央。すごいでしょ！」

「すごいと言われてもさ、昔のこと知らないし。まず、どんなきっかけでその上司を好きになったのか教えてくれない？」

「興味があるなら、話してあげる。聞いて！　私たちの運命の始まりはね……」

　私が高校一年の時のことだから、礼央はまだ小学生だった。だから、話していないので知らなくて当然だ。

　私は当時の気持ちを思い出しながら、話した。

















第二章　過去の想い












　中学生の時に、まりかは遠い場所に引っ越した。

　毎日楽しく遊んだり、話したりしていたまりかと別れるのが悲しくて、泣いた。まりかも同じように悲しんでいて、私たちは友情の証にお揃いのグッズを持とうと近くのショッピングモールに行った。

　いろんなショップを回って、選んだのはライエールの商品である陶器のフォトフレームだった。春らしい桜色がかわいくて、私たちは同時に「これ」と決めた。

　最後に学校の前で撮ったツーショット写真を飾った。

　それから三年後、高校生になった私は部屋の模様替えをしている最中にそのフォトフレームを落としてしまった。

　しかも割れてしまい、私はショックでしばらくそこに立ち尽くした。私たちの大切な絆が壊れてしまうような気がしたのだ。

　すぐ購入した店に行った。同じ物がないかと店内中を探したが、見当たらなかった。

　三年前の商品だから今はないのかもしれないと思った。でも、諦めきれなくて、店員さんにスマホで撮影してあったフォトフレームの画像を見せた。

「これなんですけど、どうしても同じ物が欲しいのですが、ありませんか？」

　対応してくれた女性の店員さんは画像をじっくり見た。

「これは、期間限定商品だったはずだから……えー、今どこかに在庫あるかな？　検索してみますので、ちょっと待ってくださいね」

「はい、お願いします」

　店員さんはレジカウンターにあるパソコンを操作して、探してくれた。

　私はその間、どこかにありますようにと願っていた。

　数分後、店員さんは申し訳なさそうに私の前に来た。

「ごめんなさいね。検索したけど、出てこなくて。もう販売されていないです」

「そうですか……」

　落としてしまった自分が悪いのだけれども、望みが絶たれたことに更なるショックを受けて、涙が出そうになった。

　顔を俯かせて、涙を堪えていると別の店員さんが近付いてきた。

「どうされましたか？」

　声がした方に顔を上げると、『研修中』という文字と『ほしな』という名前が印字されたネームプレートを付けたイケメンなお兄さんがいた。

　先ほどの店員さんが彼に状況を説明した。話を聞き終えた彼は、ほくろのある顎に手を当てて、少し考え込んでいた。

「本社の倉庫とかに、ないですかね？　サンプル品とかプレス用のとか」

「そうね。もしかしたら、あるかもしれないけど」

「俺、電話で問い合わせてみます。すみません、お客さま」

「あ、はい」

　割ってしまったことを、まりかにどう伝えようかと考えていた私は、呼びかけられてハッとした。

「もう少しお待ちいただけますか？」

「はい」

　彼がスタッフルームに入っていったので、店内をうろうろしながら待った。それから七分ほどしてようやく呼ばれたものの、残念そうに眉尻を下げる彼の様子を見て、なかったのだと感じた。

「大変申し訳ございません。あちこち確認しましたが、現時点では見つかりませんでした」

「そうですか……お忙しいところ、確認してくださり、ありがとうございます」

　こんなにも探してくれたのだから、もう諦めるしかないと思った。

「それで、何日かお時間をいただけますか？　私が責任を持って、探してきますのでお待ちいただけないでしょうか」

「どこかにありそうなんですか？」

「確信はないのですが、どこかにあるように思えます」

「ありがとうございます！　何年でも待ちますので、お願いします」

　一筋の光が差し込んだように思えた。この店員さんはもしかして、救世主？

　私は胸の辺りで両手を組み、目を輝かせた。彼はそんな私に苦笑した。

「何年もって……そんなにはお待たせませんよ。今週中には連絡しますね」

「今週中？　はい、楽しみに待っています」

「楽しみにされるとちょっと、荷が重いというか……もし見つからなかったら、ごめんなさい。先に謝っておきます」

「ああ！　すみません。プレッシャーをかけたつもりはなくて。あの、えっと、とにかくご連絡をお待ちしています」

　彼はフッと笑い、私をレジカウンターに連れていった。たぶん私はこの時に一目惚れしたと思う。

　彼の笑顔が素敵すぎて、くらくらしてしまった。

　体がふわふわしていたけれど、渡された用紙に連絡先を何とか記入することができた。

「青野莉央さまですね」

「はい」

　彼の口から紡がれる自分の名前が特別なもののように感じた。私は初めて自分の名前が好きだと思った。

　それから数日後の下校中、スマホが鳴動した。スマホの画面には『ライエールほしなさん』と表示されていた。

　連絡先を伝えた時に知らない番号に出ないようにと、その場で店の電話番号を登録したのだった。

　ネームプレートの名前が平仮名だったので、敢えて漢字を聞かないで平仮名で入力した。

　ほしなさんだ！　見つかったのかな？

　期待に胸を高鳴らせて、「はい」と応答した。

『青野さまの携帯でしょうか？』

「はい！　青野莉央の携帯でございます」

　元気よく答えると電話の向こうから「クスッ」という柔らかい笑い声が聞こえた。

『ライエールのほしなでございます。お求めのフォトフレームが見つかりました。いかがなさいますか？　お越しいただいてもよろしいですし、そちらに送ることもできますよ』

「わあ、ありがとうございます。今すぐ取りに行きます！」

　フォトフレームが見つかったのはもちろん嬉しかったが、彼にまた会えることで私の心は弾んだ。

　自宅とは反対方向に足を向けて、ライエールに入った。平日ということもあり、客が少なかった。彼は段ボール箱から出した商品を棚に陳列していた。

　私が入ってきたことに気付いていないみたいだったので、忍び足で近寄って、肩を叩いた。

「ほっしなさん！」

　突然の声掛けに、彼の体が上下に揺れた。驚かせることに成功したようだ。

「うわっ……あー、青野さま。いらっしゃいませ」

　私と対面した彼はどことなく安心した様子で、微笑んだ。

　やはりこの人の笑顔には、ドキッとさせられてしまうな。

　速まる鼓動を抑えるように、小さく息を吐いた。

「連絡ありがとうございます。探すの、大変じゃなかったですか？　思ったより早くてビックリしましたよ」

「わりとすぐに見つかりましたよ。本気で何年も待つつもりでした？」

「もちろんです。一生待つつもりでいましたよ」

　彼は肩を震わせて、笑った。

「一生って、長すぎでしょ」

「確かに！　でも、ほんと、ありがとうございます」

　大げさに言ったけれど、まりかとの思い出が詰まった大切な物だから、それほど嬉しかった。

　家に帰るまでに割れないよう丁寧に梱包してもらった。私は会計を済ませて、彼から紙袋を受け取った。

「お買い上げいただきまして、ありがとうございます」

「こちらこそ、ありがとうございました。ほんと探してもらえて、嬉しかったです」

「青野さまを悲しませる結果にならなくて、良かったです」

「ありがとうございます。ほしなさんのおかげです」

　何度お礼を伝えても言い足りなかった。

　彼が探すと言ってくれなかったら、手に入れることはできなかった。せっかくお揃いで買ったのに、まりかをがっかりさせたくなかった。

　だから、彼には感謝しかなかった。

「もうたくさんお礼の言葉、聞きましたよ。良かったら、また来てくださいね」

「はい、絶対また来ます！」

「お待ちしております」

　彼は、私がまた行くのを待っていてくれると言った。

　単なる社交辞令だっただろうが、また会いたいがために私は一週間に一、二度ほど店に足を運んだ。

　年始以外は年中無休で営業しているので、従業員の勤務はシフト制だった。それで、彼が不在な日もあった。

　私の目当てがほしなさんだと他の店員さんには悟られてしまい、彼がいないと「今日はお休み」と教えてくれた。

　よこしまな気持ちが知られて、恥ずかしかったけれど、ライエールの商品が好きだったので飽きずにいろいろ見て回った。

　そんなことを数か月続けていたが、定期試験前の一か月は行けなくなった。試験が終わったら、真っ先に行こうと決めて勉強に精を出した。

　ようやく試験が終わり、ほしなさんの笑顔に癒されようと店に行ったのだが、彼は見当たらなかった。

　今日はお休みかな……。

　彼の姿を探していると、顔なじみの店員さんが近付いてきた。

「いらっしゃいませ。久しぶりですね」

「はい、テスト期間だったので」

「そっか、テスト。その響きが懐かしいです」

「あの、ほしなさんは？」

　話しながらも彼がどこからか現れるのではないかと、そわそわした。

　ところが、思いがけないことが伝えられた。

「実は……ほしなは先週、異動になったんですよ」

「ええっ！　どこのお店にですか？」

　ライエールの店舗は全国あちこちにある。遠くに行ってしまったのなら、会いに行けない。せめて、行ける範囲にいてくれたら……。

　そんな願いはすぐに打ち消された。

「店舗ではなくて、本社です。なので、もう店に立つことは、ないと思います」

「本社……」

「ごめんなさいね。ご挨拶もできなくて」

「いいえ、仕方ないです。私もしばらく来ていなかったので……でも、もう会えないと思うと寂しいです」

　ショックなあまり、思わず本音を漏らしてしまった。

「ほしなはいませんが、また来てくださいね。来月、新商品が入荷予定となっていますので、良かったら見に来てください」

「はい、来ます」

　しかし、彼がいなくなったことで店に行く回数が減った。そのうち、顔見知りの店員さんが一人もいなくなった。

　それから、大学進学に向けて、勉強に励むようになり、彼のことを少しずつ忘れていった。

　彼のいない日常が当たり前になり、淡い恋心はいつしか消えたのだった。
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　改めてあの頃のことを思い出してみると、ちょっとした青春だったなと思う。

　かっこいい店員さんに憧れて、店に通うとか、若いからできたことだ。

「その店員さんがいなくなった時、すごい落ち込んでいたよね」

　まりかも私から聞いた当時のことを思い出し、しみじみとしていた。

「うん、ショックだったもん。今考えると、社会人が本気で高校生なんて相手にするわけないし、異動することを教えないのも当然のことだけどね。あー、再会してあの頃の気持ちを思い出しちゃったよ。どうしよう！」

「また好きになるんじゃないの……っていうか、もう好きになり始めてるよね？」

「そうなのかな？　室長の笑顔にはドキッとしちゃったけど。きゃっ！」

　室長の顔を思い浮かべるだけで、照れた私は顔を両手で覆った。

「運命の再会で、これから楽しいオフィスライフだねー」

　まりかに気持ちを盛り上げられて、「うふふ」と顔を緩ませた。

　彼に会いたくて、ライエールへの入社を志望したわけではない。

　好きな雑貨に関われる仕事がしたいと思い、就活情報サイトで検索して、ライエールを見つけた。

　エントリーシートを入力している時に彼のことがふと脳裏をよぎった。もしかしたら、会えるかもと微かな期待はしたが、入社したら覚えることが多くて、忘れてしまっていた。

　まさかお互いが異動した部署で再会するとは、思いもよらなかった。

　これまで私とまりかの話を聞いていた礼央が、「ふーん」と低い声を発する。

　礼央が知りたいと言ったから、話したのだった。

　どんなふうに思ったのだろう。

「あのさ、二人でめっちゃ盛り上がっているけどさ、運命とか都合のいい解釈をしすぎていない？　その室長とやらは、もう結婚しているかもしれないし、彼女いるかもしれないだろ？」

　まりかは言葉を詰まらせて、どうなのかと私を見てきた。

「結婚はしていないよ。彼女がいるかは……知らないけど」

　ちょっと気になるのが、室長がライエールを継ぐ人物だということだ。彼に見合うそれなりの婚約者や恋人がいても不思議ではない。

　礼央に言われて、上がっていた気持ちが落ちていく。

　まりかが私の肩を掴んだ。

「諦めるのは、まだ早い。独身なら、莉央にも可能性はあるからね。せっかく会えたのだから、このチャンスを逃さないでものにしなよ」

「ものにする？」

「そう！　まずは彼女になれるよう、頑張るのよ」

　まりかは気合を入れるようにと私の背中を叩いた。

　それで力がもらえたような気がする。グーンと闘志が湧いてきた。

　高校生の頃、私はお兄さんみたいな人が彼氏だったらいいなと思ったことがある。

　もし、彼と付き合えたら、楽しそうだ。

　よし、頑張ってみよう。

「どんなライバルがいようと私、戦うよ。彼を手に入れてみせる」

「さすが、莉央。その意気込みが大事よ。頑張れー」

　まりかに応援されて、私はガッツポーズする。

　礼央が呆れた表情で、食べ終えた食器を片付け出した。

「どこからそんな自信が出てくるんだか。マジで姉ちゃん、ポジティブだよな」

「やだー、褒めないでよ」

「褒めてないから」

　礼央の言うことは気にしないで。明日何を着ていこうかなと考えた。






　翌日、長山さんはお子さんが熱を出したので欠勤した。

　私の経営企画室での業務は長山さんの補佐から始まったが、今では役割も増えて、データ入力やグラフ作成は任されている。

　完成したグラフを印刷した私は、首を捻った。

　おかしい、どうしてずれているの？

　どこか設定を変えたらいいのだったはずだけど……。

　学生の時にはそれなりにパソコンを使いこなせていた。

　だけど、店舗勤務ではほぼ使うことがなく忘れてしまった。

　自分の記憶力の悪さが情けなくなる。

　こういう時は調べるより聞く方が早いと思い、長山さんを頼っていた。

　今日は長山さんがいないし、頼ってばかりでは自分のためにもならない。

　調べよう。

　対処方法を検索していると、室長に声を掛けられた。

「青野さん、悪いけど……ん？　これ……」

　室長は話しながら、グラフを印刷した紙を手に取った。

　ああー、それは見られたくない……。

「すみません。それ、失敗でして、今直すところです」

「ああ、こういうのはね。ここの書式設定でプロパティを開いて、ここを選択したら直るよ」

　室長はササッと操作して、トラブルを解決してくれた。

「ああ、そこを直すんでしたね。すっかり忘れてしまって、悩んでいました。ありがとうございます！　助かりました」

　立ち上がってお礼を伝えると、室長は表情を和らげる。

　あ、その笑顔……昔、好きでした。

「気にしないで。普段使わないことは、ど忘れしちゃうよね。俺もなかなか思い出せないことあるよ」

「室長でもあるんですね」

「うん、青野さんのこともまだ思い出せていないしね」

　室長の意外な返しに私は「えっ？」と固まった。

　もしかして、私のことを気にしてくれていたのだろうか。

「昨日の今日ですし、それに昨日もお話したようにずっと前のことなので、思い出せないのは当然です。それこそ気にしないでください」

「ありがとう。青野さんは優しいね」

「いえ、そんな……あ、何か用事がありましたよね？　何でしょう？」

「今日中で構わないけど、これを総務部まで持っていてもらえるかな？」

「はい、かしこまりました！」

　書類の入った封筒を受け取り、笑顔で答えた。

「ありがとう、青野さんは元気がいいね」

「はい、元気なのが取り柄です！」

　より明るく聞こえるよう声を張り上げると、室長はフッと笑った。

　その顔……胸がキュッと締め付けられます……。

　昔も今も私は彼の笑顔に弱い。

　室長は自分の席に戻り、慌ただしく外出する準備をしていた。

　忙しいのに気に掛けて、教えてくれたんだ。

　あの頃と変わらず優しい人だな。

　やっぱり惹かれてしまう。

　私は、過去の想いに今の想いを重ねた。

















第三章　溢れる恋心












　室長と一緒に働くようになってから、三週間が過ぎた。

　ライエールの本社ビルに入るなり室長を発見した私は、早足で彼の横に並んだ。

「室長、おはようございます！」

「ああ、おはよう。青野さん、今日も元気だね」

　私は基本どんな時でも元気だ。室長は一応笑みを浮かべているが、覇気がないように見えた。

「室長はお疲れですか？　まだ今日、月曜日ですよ」

「ん、昨日フットサルしたせいかな。久々だったから、きつかったんだよね」

「あー、それはお疲れ様です。でも、室長がフットサルしているところ、ちょっと見てみたいです」

　室長がボールを蹴る姿が想像してみるが、思い浮かばなかった。何だか似合わないように思えた。

　だから、実際に自分の目で確かめたかった。ぜひ、観戦したい。

「嫌だよ。絶対見せたくないね」

「えー、ケチですね」

「いや、ケチとかそういう問題じゃないでしょ？」

「そうだ、これ飲んでください。疲労回復に役立ちますよ」

　私は今しがたコンビニで買った栄養ドリンクを一本、室長に差し出した。室長は受け取ろうとしたが、途中で動きを止める。

「いいの？　青野さんが飲むために買ったんだよね？」

「そうですけど、あと二本あるので、これは室長を元気にするためにあげます」

　疲れを感じた時に飲む用として、ロッカーに五本常備している。先週飲んで少なくなったので、補充のために買った。

「ありがたく、いただくよ。今度、お礼に何か……食事でも行く？」

「こんな物のお礼が食事だなんて驚きです。ぜひ、行かせてください」

「ハハッ、遠慮知らずだな」

「えっ、ここは遠慮するところでしたか？」

　謙虚さが必要だったかな。つい誘われたことが嬉しくて、食いついてしまった。

　おずおず室長の顔色を窺うと、彼は噴き出した。

「いや、青野さんらしいよ。週末にでも行こうか」

「はい！　よろしくお願いします」

「これ、ありがとね」

　室長は栄養ドリンクをカバンに入れて、前方にいた営業部長のもとへと歩いていった。二人はロビーにある椅子に腰をかけた。

　何か話があるみたいだ。その様子を目で追ってから、私はエレベーターに乗った。

　この三週間、最初は仕事以外でどう距離を縮めたらいいのか、悩んだ。

　だけど、同じ部署にいるからなのだろう。業務で関わることが意外に多くて、徐々にフランクな会話ができるようになった。

　これは長山さんのおかげでもある。

　オフィスに着くと、長山さんは既にパソコンと向き合っていた。

「おはようございます。早いですね」

「おはよう。ちょっと、気になることがあったからね。でも、来たのは三十分前よ」

「何か手伝うことあります？」

「ううん、大丈夫よ」

　長山さんはひと段落ついたようで、両手を上げて伸びた。

　私は栄養ドリンクを長山さんにも渡す。

「どうぞ」

「わあ、ありがとう」

　長山さんは蓋を開けて、一気に飲み干した。

「んー、今日も頑張ろう。ところで、青野ちゃんは何かいいことでもあったの？　顔がにやけてるわよ」

「実はさっき、室長にもそれを渡して、受け取ってもらえたんです」

「あら、いい感じになっているじゃない」

「しかも、そのお礼にと食事に誘われました」

「まあ、おめでとう」

　長山さんは手を小さくパチパチと叩いた。

「ありがとうございます。長山さんのおかげです」

　室長が着任して数日後に、私は長山さんに彼との出会いを話した。

　室長と長山さんは年齢が近く、以前にも一緒に仕事をしたことがあるので、親しそうにしていた。それを羨ましいと長山さんに伝えたら、私を応援すると言ってくれた。

　室長との打ち合わせがあると、勉強になるからと同席させてくれたり、会話に入りやすくなるようにしてくれている。

　そういったいきさつがあって、室長と気軽に話ができるようになった。長山さんが言う通り、いい感じになっていると自分でも思う。

　だから、顔がにやけてしまうのは仕方がない。

　こんな浮かれていたら、ミスするのも……いやいや、ミスなど決して許されない。

　できない部下だと室長に幻滅されないようにしないといけない。

　気持ちを引き締めないとダメだと思いつつも、つい室長の動きを目で追ってしまう。

　あ、栄養ドリンク、早速飲んでくれている。

　飲み終えた室長は気だるそうに首を回した。

　いくらなんでもまだ効果は表れないだろうが、少しでも疲れが取れるといいな。

　パソコン画面で今日のスケジュール表を開いていると、長山さんから書類を渡される。

　それは、先週末に私が作成した書類だった。問題がなければ、週明けに提出すると言っていたが、戻された？

　どこか間違いがあった？

　書類を手に取り、長山さんを見る。

「それ、室長に渡してきてくれる？」

「私がですか？」

「うん、行きたいでしょ？」

「はい、行ってきます」

　こういうちょっとしたお節介が嬉しい。

　長山さんの気遣いには感謝するばかりだ。

　室長は頬杖をついて、真剣にパソコン画面を見ていた。

　私が声を掛けると、目だけをこちらに動かす。

「こちら、目を通していただけますか？」

「うん、わかった」

　私は書類を渡してから、デスクに置かれていた空になった栄養ドリンクの瓶を持った。

「これ、片付けますね」

　早々と書類に目を落としていた室長が顔を上げる。

「ありがとう。体がらくになってきたよ」

「良かったです。いつも何本か持っているので、お疲れの時は言ってくださいね。すぐにお出しします」

「それは、ありがたいな。また頼むね」

「はい、いつでもどうぞ」

　室長はいろいろと忙しくて、気難しそうな顔をしていることが多い。

　ちょっとでも肩の力を抜いて笑ってくれたらいいな。

　単純に彼の笑顔を私が見たいだけなのだが。






　昼食を終えて、長山さんのかわいい息子さんの動画を見せてもらう。幼稚園で覚えたばかりのダンスを披露してくれたそうだ。

　時々忘れた部分があり、ぎこちない動きになるのだけれども、それがまたかわいらしい。

「かわいい！　ほんと癒されますね」

「でしょ？　かわいい、上手とべた褒めしたら、大きくなったらダンサーになりたいと言うのよ。ダンサーという職業を知っていてビックリしたわ」

　息子さんの話は聞くだけで、心が和む。

「子どもの夢って、おもしろいよね。青野ちゃんは子どもの頃、何になりたかった？」

「私は女の子にありがちな夢かもですけど、お姫さまになりたかったんですよ」

「青野ちゃんらしいかわいい夢ね。あ、それでね、このダンスを親子遠足で踊るんだけど、その日は休むから予定を変更していい？」

「了解です」

　ちょうど昼休み時間が終わったので、私はスケジュール帳を出して、変更の部分を書き直した。

「あと、来月の会議で使う……あ」

　長山さんは話している途中で、ドアの方を見た。誰が入ってきたのだろうか。長山さんの視線を追って、私は振り返った。

「皆さん、ご苦労様です」

　そこには、社長がいた。

　室長が素早く社長のもとに向かうと同時に、室内にいた社員が一同に立って、頭を下げる。私も同様にお辞儀をしたが、使っていたボールペンがコロコロと社長の近くまで転がっていった。

　うわ、あんなところまで……。

　どうしてそこまで、行ってしまうのか。

　私は慌てて、社長のそばまで寄った。社長は拾おうと身を屈めていた。

「すみません。それ、私のです」

　社長は拾ったボールペンをじっと見つめてから、室長に見せた。

「これは、結構前のだよね？」

「そうですね。確か、俺が入社した頃のノベルティだったような……」

　室長が言うように、そのボールペンは十年くらい前のノベルティグッズだ。対象商品を含む七千円以上のお買い上げでもらえる物だった。

　その頃高校生の私には、七千円は大金だった。ノベルティグッズを手に入れるため、母におねだりをした。母は対象商品の他に知人の引っ越し祝いにとタオルを買った。

　その時にレジで対応したのが、室長だ。

「実はこれ、お客様に配布していたデザインではなくて、社員用に作ったものだそうです」

　私はボールペンを受け取りながら、遠い記憶を思い返した。

　社長が不思議そうな目を私に向ける。

「保科室長が入社した頃なら、君はまだ社員ではないよね？」

「そうです。これは、当時室長にお願いして、もらった物です」

「当時にお願い？　どういうことかな？」

　社長はさらに謎が深まったという顔をした。

　十年前の私が社員でないのは一目瞭然だろう。

「私が行った店の店員さんが室長で、初めはお客様用のボールペンを渡してくれました。その時に室長の胸ポケットに差してあったボールペンがこれです。ノベルティのとデザインが違ったので、選べるのならこちらが欲しいと頼んだのです。でも、これは社員向けの物だと言われました」

「なるほど。で？」

　社長に促されて、続きを話す。

「たぶん私がわかりやすいくらいガッカリした顔を見せたのだと思います。室長は使用済みになってしまうけど、それでも良ければ交換しますよと言ってくれました」

「彰斗、なかなかいいことを言ったんだな。二人はその時に出会っていたのか」

「でも、俺、青野さんと会ったことを全然覚えていなくて……いや、ああ、そうか。あの時の高校生……」

　ある考えに行きついたという表情をした。

「もしかして、思い出してくれました？　私、その時店員さんだった室長の優しさが嬉しくて、ずっと大切にしていて、芯を替えながら使っていました」

「そんなにも？」

　目を丸くした室長の肩を社長が掴んだ。

「おいおい、彰斗。いいことしたなと思ったけど、今まで忘れていたのか？　こんな大切に持っていてくれた子のことを忘れてはいけないだろうが」

「すみません……。青野さん、大切にしてくれてありがとう」

　やっと思い出してくれた。それだけで嬉しかったから、私は笑顔で頷いた。

　このボールペンは私と室長を繋ぎ、私をこの会社に導いてくれた物だ。

　使用感たっぷりだけど、輝いているように見えた。

「青野さんは、このことがきっかけでうちの会社に入ろうと決めたのかな？」

　今の話の流れから推測すると、そう言われても不思議ではない。まったく違うと否定はできないけれど、私も再会するまで室長のことを忘れていた。

　だから、返す言葉に戸惑う。

「えっと、それは……そうですね。確かに、きっかけではあります。でも、ライエールの商品が好きなのが、一番の志望動機でした」

「なるほど、なるほど。うちの商品が好きで入社した社員は多い。それにしても、こういった印象的なエピソードを聞くと嬉しくなるね。君は室長に出会った時からうちの会社に入る運命だったのかもしれないね」

　運命……私が入社したのも、室長に再会できたのもすべて運命と勝手に思っていた。社長に言われて、脳内がスッキリと晴れ渡る。

「私も同じことを思いました。絶対運命です！」

「うんうん、君は元気でいいねー。我が社の未来が明るくなるよ。な、彰斗」

　社長は同意を求めて、室長の肩をポンッと叩いた。

「はい、そうですね」

　室長は社長に答えてから、私に視線を移して目を細める。

　つられて、私の頬も緩んだ。言葉にしなくても通じ合えているように思えて、心がほんわか温かくなった。

　室長は社長を応接室に通そうとした。

　だが、いつの間にか入室していた社長秘書の倉木くらきさんが社長に歩み寄った。

　倉木さんは四十歳くらいの男性で、五年前から秘書を務めているらしい。

　倉木さんに何か耳打ちされた社長は、室長に向き直った。

「彰斗、申し訳ない。急に客が来たから、話はあとで聞くよ」

「こちらの件はいつでも大丈夫ですので、夕方にでも社長室に伺いますね」

「よろしく。倉木くん、行こう」

　社長たちが出ていき、私は室長に謝った。

「すみません。私が余計な話をしたせいで、社長と話す時間がなくなってしまいまして」

　しゅんと肩を落とす私に室長は首を左右に振った。

「青野さんのせいじゃないよ。ほんと急を要する話ではないから、気にしないで。それよりも、青野さんとのことを思い出せてスッキリしたよ」

「私もです」

「お友だちとお揃いのフォトフレームは今も持っているの？」

「わあ、そのことも思い出してくれたんですね。はい、今も大切にしています」

「青野さんはライエールの物をたくさん持っていそうだね」

　室長がそう言うと、私が返事をするよりも長山さんが先に片手を上げた。

「室長、私もたくさん持っていますよ」

　それに続いて、他の人たちも「俺もです」「私もです」とアピールする。

　室長はみんなを見回して、笑った。

「みんな愛社精神があって、嬉しいです。これからもよろしく」

　全員が揃って「はい！」と笑顔を見せた。






　週末の夜、栄養ドリンクのお返しとして誘われた居酒屋の個室で、室長と向かい合う。

　おしぼりで手を拭きながら、室長はドアや壁など周囲に顔を動かした。

「ここでほんとに良かったの？　ここが悪いというのではないけど、ちゃんとしたレストランでも良かったんだよ？」

「長山さんからここのお料理が美味しいと聞いていて、一度行ってみたかったんです。金曜日は疲れがドッと出るので、会社から近いお店が一番です」

「だったら、疲れている今日にしないで、明日にしたら良かったね」

「いえいえ、実は疲れていないです。それに、明日はお休みですよ？」

　室長の貴重な休日を私のために割いてもらうのは申し訳ない。

　そう思ったのだが、予想していない言葉が返ってきた。

「青野さんと休みの日に出掛けるのも楽しそうだと思ったけど、またの機会にさせてもらおうかな。今度、付き合ってくれる？」

「へ？　付き合う……ですか？」

　付き合うイコール交際と一瞬思ったが、違う意味だった。

「うん、いくつか見たいお店があってね。一人で行くよりも誰かと一緒の方が行きやすいじゃない？　でも、俺みたいなおじさんとだと青野さんが嫌かな？」

「いえ、嫌じゃないないです。むしろ大歓迎です。どこでもお供いたします！　ぜひ付き合わせてください！」

　必死に反論する私は、段々と鼻息が荒くなった。

　室長が提案してくれた一緒にお出掛けという素敵な案件を逃してはならない。

　室長はそんな私にキョトンとしていたが、フッと顔を緩める。

「頼もしい返事をありがとう。明日にでも秋冬フェアをやっているところを見たいと思っていたんだけど、さすがに急だよね？」

「明日ですか？」

　礼央と家事を大まかに分担している。料理は主に礼央がしてくれるので、洗濯は私の担当にしていた。掃除に関しては、自室はそれぞれが行い、共有部分は交代制になっている。

　それで、明日が私の当番となっていた。

　でも、早起きしてやれば……いや、今日帰ってからやってしまえば……明日難なく出掛けられる。

　数秒間で行けると判断をした私は、室長を真っ直ぐ見据えた。

「暇なので、大丈夫です！　ご一緒させてください」

　掃除以外の予定はないので、暇なのは事実だ。

「それなら、良かった。明日、よろしくね。青野さんの住所、あとで送ってくれる？　迎えに行くよ」

「お迎えにきてくれるんですか？」

「車で行った方が便利な場所にあるからね」

「了解です。楽しみに待っています！」

　今こうして食事できるだけでも嬉しいのに、この喜びが明日まで続くなんて浮かれてしまう。

　その後の私は上機嫌で、何を食べても美味しくて、終始笑顔で貴重な時間を楽しんだ。

















第四章　楽しい仮デート












　室長と二人きりでのお出掛けにまるでデートみたいだと寝付くまでワクワクした。そのせいか、朝の目覚めがとても良かった。

　部屋のカーテンを開けて、朝の空を見上げる。

　まだ七時前だけど、掃除するぞ。

　素早く着替えて、励んだ。

　しかし、張り切って動きすぎたようだ。ゴミ箱にぶつかった。

　盛大な音を立てて倒れたゴミ箱を急いで元に戻して、礼央の部屋のドアに目を向ける。

　今の音で起きたかな？

　ササッと散らばったゴミを拾っていると、礼央の部屋から物音がした。

「朝早くから、何事だよ？」

「あ、ごめーん」

　やはり起きてしまった。

　リビングに来た礼央は眠そうな顔で、床に膝をついた私を見下ろす。

「何で今、掃除？　大迷惑なんだけど」

「ごめん。十時に出る予定だから、それまでに済ませちゃおうと思って」

「それなら、無理して今日やらないで、明日でもいいじゃん」

「そうだけど、楽しみで目が覚めちゃったから」

　礼央はあくびをしながら、ソファに寝転んだ。

　そこにいられると掃除するのに邪魔だ。だが、起こしてしまった手前、どいてとは言えない。

　礼央はいそいそと動く私に「ねえ」と話し掛けてきた。

「誰とどこに行くの？」

「そうそう、聞いてよ。室長とデ、お出掛けするの？」

　デートと言いそうになり、言い換えた。ただのお出掛けなのだから、間違った情報を伝えてはダメだ。

「室長って、姉ちゃんとまりかさんが運命だとか言ってた男？」

「そう、その人！　実はね、誘われちゃった。すごいでしょ？」

「へー、すごいね」

　抑揚のない声で返す礼央を気に留めないで、私は掃除機を軽快に動かした。

　掃除機がとても軽く感じて、踊れてしまいそうだ。

　礼央はうるさそうに顔をしかめて、バスルームへと消えた。






　迎えに来てくれた室長の服装は、見慣れているスーツとは違ってカジュアルだった。でも、洗練された大人の雰囲気があって、心がそわそわと落ち着かなくなった。

　シンプルな白のシャツなのにかっこよく見えるのは、襟がＶネックだからかな？

　穿いているベージュのパンツがシワもなくて、きれいだからかな？

　髪型がいつもより崩れていて、前髪が多めに垂れているからかな？

　私、こんな素敵な人の隣を歩いても大丈夫だろうか。

　ふと不安になって、穿いているワインレッドのロングスカートをギュッと握った。

「珍しくおとなしいね。具合でも悪い？」

　心配されて、私は首を横に振った。

「いいえ！　元気です。ちょっと……緊張していまして」

「青野さんでも緊張することがあるんだ」

「ええっ、室長は私をどんな人間だと思っているんですか？　これでも繊細な心の持ち主なんですよ」

「これでも繊細って……やっぱり青野さんは面白いね。うん、いつもの青野さんだ。元気で良かったよ」

「はい、室長も元気そうでなによりです」

　私の返事に室長は楽しそうに笑った。面白い人と言われるのは心外ではあるけれど、私と一緒にいて楽しんでくれるなら嬉しい。

　二人だけでいる空間を温かく感じた。この時間が永遠に続くといいなと思い、流れていく外の景色を眺めた。

　三十分ほど車を走らせて、ショッピングモールに到着する。土曜日ということもあって、駐車場はまだ午前中だというのにもう満車に近かった。

「停められて良かったですね。私、ここはオープンした時に来て以来なんですけど、室長は来た事あります？」

「何度か視察で来ているよ」

「視察ですか。それなら室……んんっ」

　歩きながら話している途中で、彼の右手で口を塞がれた。

　窒息……は、しないけれど、どうして？

　私、変なこと言った？

　目をパチクリさせると、室長は慌てて手を放した。

「ごめん……会社の外だし、休日だから、名前で呼んでもらえないかな？」

「名前ですか……保科さん？　彰斗さん？　どちらがいいですか？」

「そうだな、下の名前にしてもらおうかな」

　下の名前で呼んでほしいとの要望を受け、私も同じようにしてもらおうと思いつく。

「わかりました。それならば、私も下の名前で呼んでください。莉央とお呼びください」

「ん？　呼び捨てでいいの？」

「親しい友だちはみんな莉央と呼んでいますし、今日は親しい人とショッピングという感じでどうでしょうか？」

　少々無茶な提案だったかな。

　室長は戸惑っているようだった。だが、思いのほか早くに納得してくれた。

「うん、楽しそうな設定だね。じゃあ、莉央と呼ばせてもらうよ」

「はい、彰斗さん。どこから行きましょうか？」

「それは決まっているよ」

「あ！　ライエールですね」

　私たちはまず二階までエスカレーターで行った。隣を歩く彼をそっと見て、心の中でも彰斗さんと呼んでしまおうと決めた。

　いろんなお店が賑わっていて、ライエールにも多くの人が入っているのが見えてきた。私はふと止まって、彰斗さんの袖を引っ張る。

「どうした？」

　動きを止めた彰斗さんに、体を寄せて小声で話した。

「何回か来ているのなら、店長さんに顔を知られていないですか？」

　今日は視察ではなくて、こっそり見る偵察のようなものだと先ほど言っていた。

　私は面識がないから、同じ会社の人間だとわからないだろうが、彰斗さんのことはわかるのではないだろうか。

　もし彰斗さんのことをライエールの後継者と認識していたら、突然の来店に慌てるかもしれない。

　できることなら、気を遣わせない方がいい。

　すると、彰斗さんはカバンから黒縁メガネを出して、装着した。

「これで変装になるかな。どう？」

「おお、用意がいいですね。別人に見えます」

　メガネをかけても整った顔は隠せていないが、普段と違う私服でもあるからパッと見の印象はだいぶ変わる。よーく見れば、いつもの彼だけど、静かにして、他のお客さんに混じれていれば、気付かれないだろう。

　それにしても、メガネ姿もかっこいい。

「彰斗さん。そのメガネ、似合っていて、素敵です」

　思ったことをそのまま伝える。彼はレンズの下にある目を見開いた。

　あれ？

　変なことを言っちゃったかな？

　彰斗さんはメガネのブリッジを人差し指で押さえて、身を少し屈めた。

　ちょっと距離が近くなって、心臓がドクンと跳ねる。

「莉央って、ほんとストレートだよね。ありがとう、行こう」

「はい」

　彼が歩き出したので、付いていく。

　近寄りすぎたのか、お互いの手の小指がぶつかった。

「あ、すみません……えっ……」

　咄嗟に距離を開けようとしたのだが、彰斗さんに掴まれた。

　というか、握られている？

　思いがけない出来事に目が点になり、繋がる手から彰斗さんの顔を見た。

　彼の頬はほんのり赤くなっていた。

　自分から握っておいて、照れているようだ。

　こんな顔もするんだ……。
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　それをまじまじと見ていると、気を取り直した様子の彼が指を絡めてきた。

　ますます予想外の展開となり、私の心臓が忙しなく動き出した。

「あの、その……」

　何をどう言いたいのか、自分がわからなくなる。

　嬉しいけれど、どうしよう！

　彰斗さんは動揺する私を楽しそうに笑い、繋いだ手を上に向かせた。

「莉央、かわいいな。ねえ、せっかくだから、今日はデートという設定にしてみない？」

「デートですか？　さらに楽しくなりそうですけど、いいんですか？」

　もし知り合いに偶然出会ったら、誤解されるのではないかと心配になる。

　私は誤解されても構わないけれど。

「うん、いいよ。行こうか」

「はい！」

　力強く返事をした。並んで進む私はうきうきした気持ちで、彼をそっと見る。

　同じタイミングで私を見た彼は、笑みを浮かべた。

　本当にデートみたいだ。

　こんな嬉しいことはない。

　ライエールの店舗に入り、私はステンレス製のタンブラーの前で足を止めた。

　丸まっている猫がプリントされていて、蓋の部分には足跡がデザインされている。

「かわいくて、気になっていたんです。タンブラー、もう五個くらい持っているんですけど、新しいのを見るとまた欲しくなっちゃうんですよね」

「その気持ちはわかるよ。今日のデート記念に買おうか」

「えっ？」

　彰斗さんは色違いで二つ手に取って、レジに向かった。私が困惑しているうちに、彼は紙袋を提げ、戻って来た。

「帰りに渡すね」

「ありがとうございます。一つは彰斗さんのですよね？」

「そうだよ。会社で使おうね」

　会社でお揃いの物を使う……私としては、とても喜ばしいことだ。

　でも、周囲の人たちに誤解されないかな。

「同じ物を使っていたら、周りの人から変に思われないですかね？」

「ん？　大丈夫でしょ。うちは結構みんな同じ物使っていて、かぶる率が高いじゃない？」

「あー、確かに」

　言われてみれば、そうだ。

　私たちが同じ物を使っていても、「同じだね」と軽く言われるだけだ。だいたいにおいて、他にもこのタンブラーを買った人がいそうだ。

　周囲の目を心配することがなくなり、ホッとしたような、ガッカリしたような複雑な気持ちになった。






　ライエールを含めて三つの雑貨店を回ったあと、とんかつ店に入った。

　ヒレカツ定食を二人前オーダーして、ひと息ついた。彰斗さんはかけていたメガネを外す。

「土曜日は人が多いね。莉央、疲れてない？」

「私は大丈夫ですよ。彰斗さんの方がお疲れじゃないですか？　昨日の今日ですし、ここまで運転してくれましたから」

「昨日はぐっすり眠れたから、朝には疲れが取れたよ」

「あまり眠れないこともあるんですか？」

「平日は次の日の予定とかいろいろ考えちゃうから、眠りにつくのが遅くなるんだよね。莉央は毎日、ちゃんと寝てる？」

　彰斗さんの業務は私から比べたら、大変なことばかりだ。心労が絶えないのかもしれない。

　休日にはのんびりできるみたいだけど、やはり体が心配になる。

「そうですか……私は横になったら、すぐ瞼が重くなります」

「羨ましいな」

「長山さんにも同じことを話したら、子どもみたいでいいわねと言われました」

　彰斗さんは「子どもか」と呟いて、笑った。

「長山さんとは仲がいいよね？」

「はい。いろいろと教えてくれますし……あ、彰斗さんのことも教えてもらいました」

「俺のこと？　なんか悪口とか？」

　彰斗さんが顔を歪ませたので、すぐに否定した。

「いえいえ、悪くは言ってないですよ。若くして、室長になった事情のようなものを聞きました。社長は彰斗さんを後継者として考えているとか」

「その話か。うん……社長の娘さんは俺の従姉にあたるんだけど、会社を継ぐことには全然興味がなくて、今は子どもの頃からの夢だった看護師をしているんだ。ライエールは、社長と俺の父が立ち上げた会社でね」

「社長と彰斗さんのお父さんは、兄弟ですか？」

「義理の兄弟になるんだ。俺の母が社長の妹で、父は社長の高校時代からの友だちだった」

「そうなんですね。彰斗さんのご両親が結ばれたのは、社長が取り持った感じでしょうか？」

「そうそう、俺がキューピットだと、社長はよく言ってるよ」

　いかにも社長が言いそうなことで、笑ってしまう。

「社長らしいですね。お父さんと伯父さんが作った会社となると、やはり思い入れが強くなりますよね」

　彰斗さんは、寂しげな表情で頷いた。

「父は俺が中学生の時に亡くなったんだけど、それまでにいろんなことを聞いた。一緒に店へ行ったこともあるし、商品についてとか会社について話してくれた。子どもながらにすごいなと心を打たれて、自分もここで働きたいと思ったよ。父がいなくなってからは社長が母と俺をいつも気に掛けてくれたんだ。ライエールに入社する意志を示した時から社長には継いでほしいと言われていて、俺も父と社長が作った会社を守りたいと思っている」

　彼の会社に対する熱い気持ちが伝わってきた。何よりも話してくれたことが嬉しかった。

　ライエールは私からしても大切な会社だから、守ろうとする彰斗さんを支えたい。

「彰斗さんが社長になるの楽しみです。私、それまで付いていきますね！」

「何年先になるかわからないよ」

「どんなに先でも彰斗さんのために頑張ります。だから、見捨てないでくださいね」

　私は握りこぶしを作って、意思表示した。

「見捨てないよ。莉央は有能だし、俺に元気をくれるからね」

「元気なんて、いくらでもあげます」

「それは嬉しいな」

　仕事だけではなく、プライベートでも関わりたいというのが本音である。そうしたら、いつでもどこでも彰斗さんといられる。

　今日みたいに休日でも一緒に過ごせたらいいな。

　仮のデートではなくて、本物の甘いデートができたら、最高だろう。

　私は届いた料理に手を付けず、彼との将来をぼんやりと思い描いた。

　キャベツにソースをかけていた彰斗さんに呼ばれる。

「莉央？　食べないの？」

「えっ？　あ、食べます。いただきます！」

　彰斗さんと美味しいねと言いながら、食べた。

　彰斗さんの将来まで求めるのは無謀だけど、またこんなふうにお出掛けしたり、食事をするくらいのことはしたい。

　二人だけの楽しい時間を過ごしてしまうと、欲が増える一方だ。

　昼食後は私の希望で、セレクトショップやコスメショップに入った。彰斗さんは大人女子に人気な物はライエールの商品開発に役立つと、私が手に取る物を興味深そうに見ていた。

　帰りもマンションまで送ってもらった。

　タンブラーを受け取り、お礼を伝える。

「今日は誘っていただいて、ありがとうございます。楽しかったです」

「こちらこそ、ありがとう。俺も楽しかったよ」

「またいつでも付き合いますので、何かありましたらお誘いしてくださいね。あ、でも、彼女さんいたら、悪いですよね？」

「彼女はいないよ」

　そのひと言を聞いて、思わず彰斗さんの方に身を乗り出した。彼は私の突然の行動に、固まった。

　鬼気迫る表情をしていたのかもしれない。

　だけど、今が言う時だと思ったのだ。

「私、立候補したいです」

「えっ？」

「私を彼女にしてください」

「えっと、どうして？」

「彰斗さんが好きだからです」

　彼も今日の仮デートを楽しんでくれていた。お互い下の名前で呼び合い、手も繋いだ。

　デートという設定を楽しみ、上司と部下という枠から出たように思う。

　それにライエールに対する思いも話してくれた。

　私を特別に感じてくれているのではないかと心が上向きになった。

　いい返事がもらえるであろうと期待の眼差しを向ける。

　だが、彰斗さんは困ったように視線を逸らした。

　えっ……私、失敗した？

　告白は今ではなかった？

　早まっただろうか。

　嫌な予感は的中する。

　彼は眉尻を下げて、「ごめん」と言った。

　目の前が真っ暗になった。さっきまで世界が輝いていたのに……。

　それからの私は何を言って、どうやって部屋まで戻ったか覚えていない。

















第五章　しばしの我慢












　まだ秋が深まる時期ではないのに、今日の風は冷たい。冷える手をジャケットのポケットに入れるが、全然温まりそうにない。

　それどころか、心の中まで寒さが入り込んできている。私の心とは裏腹に青く澄む空を見上げた。

　全然きれいな空だと思えない。

　いつもの月曜日と違い、今日の気分は最悪だ。

　会社に行けば、彰斗さんがいる。振られた相手と顔を合わせたくない。

　おかしいな、こんな気分にはるはずではなかった。

　彰斗さんとの距離は縮まっているように思えたし、彼から誘われたことで特別に扱われているようにも感じた。

　それなのに、どうしてだろう。

　どこをどう間違えた？

　断られた時に理由を聞いたが、彼は再度「ごめん」としか言わなかった。

　理由を聞かないと、諦めようとしても諦めきれない。

　もう少し頑張ってみたいけど、ダメかな？

　経営企画室に入ると、真っ先に彰斗さんの姿が目に飛び込んできた。既に業務を始めている彼は、パソコンを気難し気な表情で見ている。

　私は周囲を確認してから、彰斗さんのところまで行った。

「おはようございます」

「あ……おはよう」

　挨拶を返すまでの少しの間が気になるが、何も感じていないふりをして、彼のデスクにチョコの箱を置いた。

　彰斗さんはそのチョコを見てから、私を見た。

「お話したチョコです」

　渡したチョコは最近私がハマっているもので、家に五箱もストックしてある。この前の仮デート帰りに、車の中で話して、彰斗さんが興味を示したので今度あげますねと言った。

　覚えてはいるだろうが、あんなことがあったから渡されるとは思っていなかったみたいだ。

「あ……ありがとう」

　彰斗さんの返事はまたぎこちない。振った相手にどう対応していいか戸惑っているようだ。

　でも、受け取ってくれた。断られなかったから、いつも通りに過ごしてみようかな。

　私は自分の席に行き、パソコンを立ち上げながら彰斗さんの様子を盗み見する。

　彰斗さんはチョコを引き出しにしまって、ドアの方へと向かっていった。まだ始業時間前だから、話ができるかもと思い、早足で後を追う。

「室長」

　声を掛けると、彼は足を止めてゆっくり振り返った。

「コーヒー飲みに行かれます？」

「うん」

「私もご一緒させてください」

　今までも何度か彰斗さんがカフェスペースに行くのを見かけて、お供したことがある。その時も同じようなやり取りをして、彼は「いいよ」と快く受け入れてくれた。

　だから、今日も同じ返事が来るものだと期待していたのだが……。

「ごめん、一人になりたいから」

　拒否されてしまった。

　私は身動きできなくなった。

　彰斗さんは私を気に留めないで、去っていく。

　避けられた？

　原因は、私の告白としか思い浮かばない。

　迷惑なことだったのかな？

　チョコをもらってくれたから、ちょっとだけ期待してしまった……。

　遠ざかっていく彼の姿を眺めていると、長山さんに後ろから呼ばれた。

「青野ちゃん、おはよう。こんなところで突っ立っていて、どうしたの？」

「長山さん……どうしましょう、私……」

「ちょっと！　泣きそうな顔して、ほんとどうしたのよ。あー、コーヒーでも飲んで落ち着こうか。話、聞くよ」

　長山さんはカフェスペースに行こうと私の背中を押した。

　あっちには今、彰斗さんが行ったばかりだ。

「ダメです」

「えっ？　何で？」

「何でかというと……何でもないです。とにかくですね、行ってはダメです。早く中に入りましょう。もう始まりますよ」

　反対方向に今度は私が長山さんの背中を押した。

「えー、なんかあやしいんだけど。今日の青野ちゃん、変よ？」

「あやしくもないし、変ではありません。通常運転です」

「そうかなー」

　長山さんは首を捻りながらも、その場では追及を止めてくれた。

　私はというと、その後も彰斗さんを目で追い、隙あらばと接触を試みてみた。

　しかし、「用事あるから」「トイレ行きたいんだけど」「忙しい」と断られる一方で、さすがに心が折れそうになった。

　しつこいと思われているのかも。

　諦めるべきなのかな……。

　彰斗さんとまともな話ができないまま、数日が過ぎた。

「やっぱり最近変よ。青野ちゃんにしては、元気度が足りてないと思うんだけど」

　昼休み、長山さんは私の苦悩に耳を傾けてくれた。

「ちょっと困難にぶつかっていまして、どう打破したらいいのかわからなくなっています」

「どんな困難なの？　話しなさい」

　私は告白して振られたこと、今日避けられていることを話した。

　頼もしい先輩にアドバイスを求めたが、話すだけで気分がどんどん落ちていく。

「せめて、普通に話をしたいだけなのに、それさえも叶わずで……」

　長山さんは食べ終えたお弁当箱を袋にしまい、腕組みをした。

　食欲が低下する私は、まだ半分も食べ終えていない。

「んー、そうね。恋愛には駆け引きが必要なのよ。押してばかりいないで、引いてみたらどう？」

「押さずに引くですか？」

「積極的なのは悪くないし、青野ちゃんの長所だと思うわ。でも、付きまとい過ぎると、嫌気がさすかもしれない。嫌われたくはないでしょ？」

「でも、もう嫌われているかも……」

　さすがにポジティブな私でも不穏な空気は感じ取っていた。それでも、頑張れば元に戻れるのではないかと思ったけど、うざかったかも……。

　長山さんに言われて、自分の行動を思い返した。

　嫌われても仕方がないことをしていたようだ。

「もう、ダメですー」

　私はお弁当を残し、蓋をした。

「嫌われているかは、わからないけど。とりあえず、引く作戦よ。頑張って」

「ありがとうございます……」

　どんな状態でも応援してくれる長山さんは優しい先輩だ。

　だけど、引くって……具体的にどんなふうにしたらいいのかな？

　疑問になった私はその日の夜、礼央が作ったピザを大絶賛するまりかに聞いた。

「うんうん。引くの、いいと思うよ。あー、ほんと美味しい！　礼央くん、今まで食べたピザの中で一番だよ。前のより美味しくなっているし、腕をあげたね」

「まりかさん、最高の褒め言葉ありがとう。また作るからね」

　礼央は満面の笑顔で、まりかにお礼を伝えた。もちろん私も食べているが、心に引っ掛かっているものがあるせいか、まりかほどの感動はなかった。

「わーい、楽しみにしてるね！　で、どう引くかよね？」

　まりかはさらに礼央を持ち上げてから、やっと私の悩みに向き合った。

　私の悩みは礼央のピザに負けていて、ちょっと悔しかった。

　私は口の中に入れていたピザをのみ込んだ。

「どうしたらいいと思う？」

「引くというのはね、今までと反対のことをするということよ。追わない、話しかけない、誘わない」

「えっ、寂しい」

「我慢しなさい。それで、向こうが莉央のことを気にかけるようになれば、莉央の勝ちよ」

「私の勝ちか……うん、我慢してみるよ。やってみないとどうなるか、わからないものね」

「うんうん、応援しているからね！」

　まりかにパワーをもらって決意を新たにした私は、ビールを胃に流し込む。礼央が缶ビールを冷蔵庫から出して、私のグラスに注ぎ足した。

「勝ちとか負けとか、そういうもんなの？」

「そういうもんなのよ。まりかが言うのだから、間違いない。私、絶対勝ってみせるから」

「へー。まあ、頑張って」

　礼央はまったく興味がないといったふうな返事をして、自分のグラスにもビールを注いだ。






　さあ、引く作戦開始。

　早速前方に彰斗さんを発見した。

　ここで私が取るべき行動は……何もしない、だ。

　今までだったら近寄って、隣に並ぶけれど、我慢する。

　彰斗さんを見るだけで、じわりじわりと歩み寄りたくなるので、見ないように心掛けた。

　視界の端にも入れないようにと、長山さんと話をする時にも気を付ける。

「青野ちゃん、顔の向きがおかしくない？　ちゃんとこっちを向いてよ」

「ごめんなさい、お許しください。見てはいけないものが目に入らないようにしていますので」

「何を見てはいけないの……あー、そうか」

　長山さんは自分の周りを確認して、彰斗さんを捉えた上で納得した。

　私は察しのいい長山さんに、頷いて答える。

「なかなか難しいですが、私なりに引いています」

「頑張っているのね。さっき室長、青野ちゃんを見てたわよ」

「えっ」

「こらっ、ダメ」

　思わず彰斗さんの方を向きそうになるが、長山さんに顔を押さえられた。

　危なかった……。

　長山さん、ちょっと意地悪だ。

　意思に反する行動をするのは、難しいというのに。

　私を見ていたと知ったら、嬉しいと浮かれてしまうではないか。

「すみません」

「大丈夫よ。この調子で頑張って」

　同じ部署にいたら、話さないことは不可能に近い。

　呼ばれたら、答えなくてはならないもの。

「青野さん、ちょっと来てもらえる？」

　ほら、人の心知らずの彰斗さんが私を呼んだ……。

　のそのそと彼のもとに行って、顔は向けていても視線を合わせないようにした。

「来週の会議の資料は出来上がっているよね？」

　彰斗さんは私の目を見たが、私は視線を合わせないよう微妙にずらして答える。

「はい、『会議』のフォルダに入れてあります」

　社内ネットワークの共有フォルダに保存したことを伝えると、彰斗さんは小さく頷いた。

「追加してほしい資料があるから、メールで送るね」

「わかりました。完了したら、メールでお伝えします」

　わざわざ顔を見て報告しなくても、メールで済ませられる。できる限り、業務のことでも直接話さないようにしよう。

　あとはメールでやり取りすればいいから、さっさと席に戻ろう。私は会釈して、くるりと背を向けた。

　なんとか平然とした態度で、席に戻り、パソコンを操作する。新着メールを開くと、それは彰斗さんからだった。

　仕事が早いな。

　添付ファイルを保存して、簡潔な返信した。

　途中だったデータ作成を再開させるためキーボードに手を置くと、長山さんに腕をつつかれた。

　長山さんは私に身を寄せて、小声で話した。

「室長、青野ちゃんが座るまでずっと目で追ってたわよ」

「えっ？」

「見ちゃダメよ」

「……わかっています」

　ひたすら我慢だ。

　好きな人が見える場所にいるのに、見てはいけないとは拷問である。

　彼の話す声が聞こえるだけで、体は反応してしまうというのに。

　とにかく耐えることを続けて、三日が過ぎた。

　三日を、誰も長いとは言わないだろう。

　私にとって、この三日が辛かった。我慢の限界になっていた私をまりかが誘った。

　仕事帰りに待ち合わせして、連れていかれた場所は美容院だった。

「恋愛対象に見てもらえるよう、大人っぽく変身してみようよ。ちょっと巻くだけでも雰囲気変わって、莉央のことを気にするようになるかもよ」

「そうかなー」

　髪型が変わった程度で簡単に心が動くとは思えない。

　でも、何もしないで待っているよりは、自分磨きでもしている方がいいのかも。

　今は彰斗さんに接近する時期ではなく、彼から意識してもらえる美しい女性になるよう努力する時間だ。

　我慢を続けていると、ストレスが溜まる。その後の私はストレス発散のため、ヨガをしたり、岩盤浴に行ったりもした。

　体を動かしているからか、心も軽くなってきたように感じる。とはいっても、会社に行くと重みはまた足されるのだが。

　毎朝経営企画室に入る前に、深呼吸するのが日課になりつつある。今日もドアの前で一旦停止した。

「青野さん、おはよう」

「社長！　おはようございます」

　突然どこからか社長が現れて、驚いた。今、エレベーターから降りてきたのかな。

　中に入る前に気持ちを落ち着かせていたから、気が付かなかった。

　朝からどうしたのだろう。

「青野さん、この前彰斗……あ、社内では名前で呼ばないでと言われたんだった。室長と出掛けたそうだね」

「えっ？　はい、ご一緒しましたが」

　彰斗さんと出掛けたことは、長山さんにしか話していない。長山さんは他の人に話していないと思う。

　社長は誰から聞いたのだろう。

「その時の室長はどんな様子だったかな？」

「どんな様子ですか？　普段と変わらなかったとは思います」

　この前と言われても、十日も前のことだ。

　振られた日のことを聞かれて、どう答えるのが正解か迷う。

「そうか……」

　社長は何かを考えるように壁の方を見た。

「あの、私たちが出掛けたことはどなたから聞いたのでしょうか？」

「ああ、それは、室長本人からだよ。その二人が出掛けた日の朝に用事があって、会わないかと誘ったら、先約があると言われてね。どういう予定なのか聞いたら、青野さんと出掛けると教えてくれただよ」

「そうでしたか」

　出掛ける前に話したと聞いて、ちょっとホッとした。先約とはいえ、社長からの誘いを断って、私を優先させてくれたことは正直嬉しい。

　今の状況では浮かれられないが。

「ところで、室長はもう来ているかな？」

「まだ姿は見ていませんが、たぶん出社されていると思います。どうぞお入りください」

　ドアを開けて、社長を先に通した。

　社長が入るなり、「おはようございます！」と何人かの活気ある声が響く。私は社長の後ろを静かに歩いていった。

　彰斗さんが社長に近付くのが見えたが、見ていないふりをする。

「社長、おはようございます」

「ああ、おはよう。夕べ、連絡もらった件で話したいが、今時間ある？」

「はい、上で話しましょうか」

　社長と彰斗さんが出ていくと、張り詰めていた室内の空気が緩んだ。みんな明らかにホッとしていた。

　私も例外ではない。






　彰斗さんから距離を置くことに慣れてきたある日の夕方、雨が降った。夜半から降り出すという天気予報だった。

　折り畳み傘を持つべきだったと後悔しても、遅い。瞬く間に雨足は強くなっていき、数分でびしょ濡れになった。

　コンビニで傘を買うにもこの姿で入るのは、躊躇われる。近くにあったパン屋の軒先に入るが、足元は変わらず濡れていった。

　ハンカチで髪を拭い、灰色の空を恨めしく見上げる。

　すると、目の前に一台の車が止まった。

　その車の窓から顔を覗かせたのは彰斗さんで、「莉央」と久々に呼ばれた。

　私もつい「彰斗さん」と声に出してしまった。

「乗って」

　私は自分の首から下を見て、断った。

「乗れないです」

「は？　どうして？」

「かなり濡れているので、シートまで濡れてしまいます」

「そんなの気にすることないよ。風邪引くから、早く乗って」

　風邪引く……そう言われた途端、ブルッと体が震えた。

　寒い……このままでいたら、具合が悪くなりそうだ。

　着替えて、体を温めたい。

　だけど、今ここに着替えも温める道具もない。

「すみません。あの……」

「どうしたの？　乗りなよ」

「傘を持っていたら、貸してもらえないでしょうか」

「折り畳みだけど、あるよ。ほら」

　彰斗さんは後部座席から折り畳み傘を取り、私に向けた。濡れた手でそれを受け取った。

　助かった、これで歩いて帰れる。

「ありがとうございます。すみません、用事は済みましたので、今日はこれで帰らせてください。よろしくお願いします」

　彰斗さんが返事する前に私は借りた傘を差して、彼の車が向いている方向とは逆に走り出した。

「えっ！　莉央！」

　雨音に混じって彰斗さんの焦る声が耳に届いたけれど、無視して走り続けた。

　マンションまで走るのには、距離があった。途中からは歩いたが、着いた時は全身が冷えていて、足が痛かった。

　お風呂で体を温め、翌日に備えて早めに寝た。

　しかし、翌朝熱が出た。

　リビングで体温を測ってぐったりしていると、礼央が起きてきた。

「あれ？　仕事行かないの？」

「熱あるから、休む……」

「マジ？　お粥作るから、ベッドで寝てなよ」

「うん……」

　礼央がいてくれて、良かった。

　ベッドに横たわり、長山さんに欠勤するとメッセージを送った。

　上司である彰斗さんにも連絡をしないと……。

　厚意を断った気まずさから、電話を掛けるのに勇気がいった。

　応答した彰斗さんにまず「すみません」と謝る。

「熱があるので、今日は休ませていただきます」

『昨日の雨のせいだよね？　大丈夫なの？　病院には行ける？』

「行けます」

『そう……お大事に』

　電話口から聞こえる声は優しかった。本気で心配してくれていた。

　胸がジーンとなって、目頭が熱くなる。具合が悪い時に優しくされると、涙腺が緩む。

　鼻をかんでいたら、礼央がお粥を部屋まで持ってきてくれる。

　今日の授業は午後のみだという礼央は、病院に付き添うと言ってくれた。

　一人でも行けたが、一緒にいてくれた方が心強い。

　診察した結果、やはり風邪だと言われた。

　待合室でスマホをいじる礼央の隣に座る。

「どうだった？」

「風邪って言われた。ゆっくり休んで、薬をちゃんとのんだら直るって」

「無理するなよ」

「うん、ありがと」

　会計を待っていると、カバンの中にあるスマホが震える。画面には『室長』と表示されていた。

「会社からだ。礼央、呼ばれたら会計しておいてくれる？」

「了解」

　急いで外に出たが、着信は切れていた。

　折り返しかけると、すぐ彰斗さんの声が聞こえた。

『莉央か？』

　どこから掛けているのだろう。

　下の名前で呼んだから、会社ではないようだ。

「今電話、もらいましたよね？」

『ああ、今どこにいるの？』

「今ですか？　病院にいます。何かありました？」

　声が切羽詰まっているように聞こえたから、業務のことで急用なのかと思った。

　しかし、予想外の返事をされる。

『近くまで来ているから、お見舞いに行くよ』

「お見舞いなんて、いらないですよ。ただの風邪でしたし、すぐに行けると思いますから」

『莉央、最近冷たくない？』

「いえ……前と変わらないですよ。あ、お会計しないとならないので、切りますね。わざわざ電話、ありがとうございました」

　押さずに引いているから前と違うのは当然だ。冷たいと言われて、駆け引きしているからとは答えられない。

　彰斗さんが感じるように、近頃の私は話しかけようと近付いてくる彼を避けていた。

　昨日も雨の中で拒絶した。

　気に掛けてくれるようになっているのかも。

　引く作戦はそろそろ終了してみようかな。

　あれこれ考えながら中に戻ろうと足を向けた時、礼央が出てきた。

「会計したよ。薬ももらった。姉ちゃん、熱上がっていない？　目がうつろだよ」

　私は額に手の甲を当てた。

　熱い……。

「上がってそう。帰って、寝たい」

「薬のんでから、寝なよ」

　足元がおぼつかない私のカバンを礼央が持った。

　私はマンション入り口の段差で躓いてよろける。

　咄嗟に礼央の腕を右手で掴んだその時、誰かが近付いてきた。

「莉央」

「えっ、彰斗さん……」

　近くに来ているとは言っていたけど、現れるのが早い。

　彰斗さんは礼央から私を引き離すように、私の左手を後ろから掴んだ。

　顔を寄せて、私を食い入るように見てきた。

「大丈夫か」

　頭がぼんやりしていて、状況が理解できない。

　お見舞いは断ったのに、どうしているの？

　それにしても、近いよ。

　熱でドキドキしているのか、彼の接近にドキドキしているのかわからない。

　何も言えずにいると、彰斗さんに礼央から離されて肩を抱かれる。

「熱、高そうだね。顔が赤いし、体も熱いよ」

　私は彰斗さんの胸に手を置いた、

「近いです、うつりますよ」

　彰斗さんは私の手を握り、離れようとしない。

　礼央が私の腕を掴んで離そうとする。

「おい、何するんだよ」

「そっちこそ、触らないでくれる？　莉央を君に渡すつもりはないからね」

　今、彰斗さんは何を言った？

　どうして、私は彰斗さんに腕の中にいるの？

　睨み合う二人の間で、私はボーッとしていた。

　状況を把握しようとしても、やはり頭が回らない……。

　この時の私はどんな顔をしていたのだろう。

　礼央の声は苛立っていた。

「は？　何言ってるんだよ。いいから、離せよ」

　私は礼央の強い力によって、彰斗さんから離される。

　体調の悪い人間をあっちだこっちだと振り回さないでもらいたい……。

　立っているのがますます辛くなり、礼央の腕にしがみついた。

「……ったく、病人に何するんだか。歩ける？　おぶろうか？」

「大丈夫、歩けるよ」

　礼央に支えられて、ゆっくり歩を進めた。

　彰斗さんは私たちの後を追ってきて、礼央の肩を掴んだ。

「待てよ。君、莉央とどういう関係なの？」

　礼央は掴まれた手を払って、怒りをぶつけた。

「いい加減にしてくれないかな。弟だけど、文句ある？」

「弟？」

　彰斗さんは呆気に取られた顔で、私たち姉弟を交互に見た。

「似ているような……」

「似てるとはあまり言われたことないけどね。とにかく帰りたいから、邪魔しないでくれる？」

「ああ……悪い」

　彰斗さんは半歩下がった。礼央はため息をついて、歩き出そうとする。

「姉ちゃん、行こう」

「うん……あ、彰斗さん……」

　何はともあれ、私を心配してくれている彰斗さんにお礼のひと言くらい、伝えようと思った。

　でも、まだ頭の回転が鈍い。言葉が出るよりも手が出た。

　その手を彰斗さんが握るが、礼央が咎める。

「姉ちゃんに触らないで。振ったんだろ？　どうしてそんな期待持たせるようなことするんだよ」

「それには理由がある。この前は言えなかったけど、ちゃんと莉央に話したい。でも、今は風邪を治す方が先だ。せめて熱が下がるまで、そばにいさせてもらえないかな。頼む」

「は？　また何言ってるんだよ」

「礼央……彰斗さんの話、聞きたい」

　知りたかったこと話してくれると言った。その機会を逃したくない。

　礼央は彰斗さんを忌々し気に見てから、再度ため息をついた。

「俺、これから学校行くけど……いない間、一人にしておくのは心配だから」

「それなら弟くんがいない間、責任持って、莉央を看病するよ」

「弟くんって、気持ち悪いんだけど……でもまあ、責任持つなら」

　礼央はしぶしぶ彰斗さんに任せることにした。

　私は着替えてから、ベッドに横たわる。体がだるくて、しんどい……。

　すぐ瞼が重くなり、彰斗さんと礼央の話し声が遠くに聞こえてきた。

　話を終えてから彰斗さんがベッドの前に座る気配を感じたが、私は夢の中へ入っていった。

















第六章　通い合う心












　夢の中で私たちは手を繋いで、なぜかくるくると踊っていた。楽しそうな彼の笑顔が眩しすぎて、私はサングラスをかける。そんな私を彼はお腹を抱えて、笑い転げた。

　そんなにもおかしいの？

「もう、笑わないで……」

「えっ、莉央？　起きたの？」

　答える彼の声は別のところから聞こえてきて、世界が夢から現実へと変わった。

　私の顔を覗きこむ彰斗さんの手にはタブレットがあった。

　そうだった……彰斗さんがいたんだった。

　彼はタブレットを床に置いて、私の額に手を当てる。

「熱、下がったみたいだね。体温計と飲み物、持ってくるよ」

「ありがとうございます」

　時間を確認すると、午後一時を過ぎていた。二時間くらい寝ていたようだ。

　汗をかいて、パジャマが湿っている。着替えたいな。

　体を起こして、ベッドから降りようとした。

「何しようとしてるの？　トイレ？」

「あ、着替えたいなと思って……ありがとうございます」

　私はベッドに腰掛けて、持ってきてくれたイオン飲料のペットボトルを受け取る。

　彰斗さんは私の前に座り、じっと見ていた。

　飲み終えると、今度は体温計を渡される。平熱になっていた。

「下がって、良かった。礼央くんが作ってくれたお粥あるけど、食べられる？」

「はい」

　私が寝ている間に、『弟くん』から『礼央くん』と呼び方が変わっていた。

　二人の間にどんなやり取りが交わされたのかは知らないが、少しは打ち解けたのかもしれない。

　私は着替えてから、リビングに移動した。

　彰斗さんはキッチンにいて、お玉を持っていた。礼央からいろいろと聞いているようで手際よく動いて、用意してくれた。

　だしの良い香りが漂ってきて、空腹を感じる。

　ぐうとお腹の鳴る音がキッチンから、聞こえた。今の音は私ではない。

　鍋を覗く彰斗さんが、恥ずかしそうにお腹を押さえていた。

「彰斗さん、お昼食べていないんですか？」

「実は、まだ食べていなくて。これ、美味しそうだよ」

「彰斗さんも食べましょうよ。たぶん、たっぷり作ってあるかと思います」

「礼央くんも食べていいと言ってくれたよ。いただこうかな」

　彰斗さんは二人分の野菜粥をテーブルに並べてから、冷蔵庫に行く。

　礼央に細かく。教えられたみたいだ。

　勝手知ったるふうで、タッパーから肉味噌を器に出した。野菜粥に肉味噌をトッピングするのは、我が家の定番だ。

「これ、手作りだよね？」

「礼央が作ったんですよ」

「他にもいろいろ常備されているけど、全部礼央くんが作ったの？」

「はい、料理は礼央の趣味なんです」

　彰斗さんは感心しながら、肉味噌をお粥にのせた。

「おお、美味しい！　って、莉央のためのものなのに俺が感動したら、おかしいよね」

「いえいえ、美味しいと言ってくれたら、礼央は喜ぶと思います」

「そうかな……俺は莉央を傷つけたから、嫌われているんじゃない？」

「そんなことは……」

　ないと言えなかった。

　礼央は口が悪いけれど、優しくて、正義感がある。

　振られたけど諦めないと言った私に呆れつつも納得するまで頑張ればと言った。長山さんからアドバイスされた引く作戦をまりかに相談していた時も、それを聞いていた礼央は、良案とは思えないが、やってみたらと背中を押してくれた。

　感情を抑えて、ストレスを溜める私を心配して、栄養あるものを作ってくれた。

　なんだかんだ言いながらも気遣ってくれるので、感謝している。

「礼央くんが嫌うのは、当然だと思うよ。優しい弟だね」

「はい」

　彰斗さんが食べ終えた食器を片付けている間、私はソファに座って薬を飲んだ。

「莉央、また寝る？」

「いいえ。熱も下がったし、もう眠くないので、ここでのんびりします」

「じゃあ、話をしてもいいかな？」

「はい、聞きます！」

　やっと知りたかったことが聞ける。私は姿勢を正して、彼の言葉を待った。

　彰斗さんが温かい緑茶を淹れてくれた。

　それをひと口飲んで、私は隣に腰を下ろした彼を見つめる。

「経営企画室に異動する一か月くらい前、社長のすすめでお見合いをしたんだ」

「お見合い、ですか？」

　彰斗さんには妻も恋人もいない。だから、私にもチャンスがあると思っていた。まさかお見合いしていたとは驚きだった。

「会社を継ぐ方向になっているから、そろそろ結婚してもいいんじゃないかと言われてね。相手がいないのなら、見合いもありだろうと。で、二回食事をした」

「二回も……」

　一回で終わらなかったということは、もう一度会いたいと思ったのかな。それなりにお互い好印象だったのだろう。

「そうか。莉央からしたら、二回もって、思うよね。俺としては、二回だけなんだけどね。一回目は顔合わせ程度だったから、相手の人柄を知ることなく終わった。だから、もう一回会ってみないと何とも言えないと思った。二回目でだいたいの人柄はわかったけど、このまま進めていくのはどうかと迷った。で、ちゃんと断らずに保留というか放置していたんだ」

「放置ですか？」

　迷いがあったにしても、放置とは彰斗さんらしくないように感じた。

「社長には父が亡くなってから、助けてもらった恩があった。だから、自分にできることはどんなことでもやろうと決めていた。だけど、結婚は一生の問題になるから、悩んだ。今は好きじゃなくても、結婚したら愛せるようになるかもと考えたけど……別の人に出会える可能性がこれからあるのではないかとも思ってしまってね」

「別の人に……」

　彰斗さんの迷いは理解できた。お見合いする時点で結婚願望はあったのだろう。でも、一生のことだから簡単には決められなかった。

　別の人との出会いを期待する気持ちもわかる。

　私もいつか運命の人に巡り合えるはずと思っていたから。

「それで、莉央に出会った。莉央からの告白は嬉しかったよ。俺も莉央に惹かれていたからね。でも、縁談を保留にしている身で受け入れるのは、不誠実だと思ったんだ」

「その時に理由を話してくれたら」

「莉央に幻滅されたくなかったんだ。いい加減なことをしていると思うんじゃないかとね。嫌われるのが怖くなった」

「いい加減だとは思いませんよ。嫌うこともないです。それで、その縁談はどうしたんですか？」

　彰斗さんは「うん」と頷いて、私の手を握った。

　彼の手は仮デートの時と同じくらい温かい。

　真剣な眼差しから、伝えられることは全部本音だと感じられた。

「ちゃんと社長と相手に断ったよ。でも、莉央の態度が急に変わって、目も合わせてくれなくなったから、どうしたのかと不安になった」

「えっと、その、彰斗さんの気持ちって……」

「あ、ごめん。待って」

　今の話の流れからすると、彰斗さんの気持ちも私に向いていて、告白を受け入れようと思っていたということになる。

　彼の口から決定的な言葉を聞きたかった。

　しかし、電話で遮られてしまう。

　誰よ、邪魔をするのは……。

　彰斗さんが持つスマホを睨んだ。応対する彼は、私の視線が何を意図するのか読めなかったようで、首を傾げた。

　それは一瞬で、相手の話に集中していたけれど。

「そうか、わかった。急いで戻るよ。そうだな、二十分くらい待っていてもらえる？」

　戻る？

　彰斗さんは休みではなく、私が寝ている間も仕事をしていた。

　仕事を優先させるのは当たり前だ。でも、寂しい。

　通話を終えた彰斗さんは「ごめん」と謝った。

「急用ですか？」

「うん、営業部のほうでトラブルがあったらしくてね。礼央くんが帰ってくるまでは莉央のそばにいると約束したのに」

「もう熱も下がりましたから、私のことは気にしないでください。それに、ちょっとだるくなってきたので、寝ます。早くに戻った方がいいですよ」

「ありがとう。ゆっくり休んで」

「はい！　こちらこそありがとうございました」

　見送りはいらないと言われたが、やはり寂しくて、玄関まで付いていった。最近、こうやって後を追っていなかったから、彼の背中が近くにあることが懐かしくなる。

　抱きつきたいくらい好きな背中だ。

　触りたいな。

　さっきまで触れ合っていた手を震わせていると、靴を履いた彰斗さんがクルリとこっちを向いた。

　私は慌てて途中まで上げていた手を下ろす。

　彰斗さんは不思議そうな顔をした。

「どうしたの？」

「いえ、なんでもないです。気を付けて、帰ってくださいね」

「うん、莉央……」

　彰斗さんは持っていたカバンを下に置いて、私の前髪を上げた。

　それから、露わになった額にキスをした。
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「ええっ！」

　予想外のことにビックリして、私は後ずさってしまう。

　彰斗さんはフッと笑い、人差し指で私の唇に触れた。

「こっちはまた今度させて」

　私が頷くと、「お大事にね」と微笑んだ。

　彼が出ていってから、私は床にへなへなと座り込む。

　おでこだけど、キスされちゃった。

　次は唇にしてくれるみたいだ。

　やばい、やばい、どうしよう。

　また熱が出そう……。

　彼とのキスを想像するだけで、顔が熱くなった。






　私は翌日も欠勤した。

　彰斗さんにキスされて、熱が上がった私は床の冷たさが気持ちよくて、その場でしばらく寝転んでいた。

　礼央が帰宅するまで……。

「あんなところで寝てたら、せっかく治りかけてたのも、治らないに決まってるだろ……あの人もちゃんとベッドに寝かせてから帰らないから……無責任だよね」

　私が起こした行動のせいで、彰斗さんまで悪く言われた。

　ここはしっかり説明しないといけない、

「悪いのは私なの。彰斗さんは見送らなくていいと言ったのに、のこのこと付いていったから」

「付いていくのを悪いと言わないけどさ、自分の体調を考えてよ。自力で戻れないくらいだったら、行っちゃダメだろ」

　自力で動けなくなったのは、具合が悪かったのではない。キスされたからだ。

　でも、それは言えないから「ごめん」と謝った。

　今朝は微熱だったから、休まず行こうとした。

　気合いで乗り切れると思ったのだが、礼央に止められた。

　いろいろ反省していると、インターホンが鳴った。

「まりかさんかな」

「まりか？」

　朝からまりかが来ることは珍しくはない。だが、先ほど今日も休むとメッセージを送っていた。

　私ではなく、礼央に用があるのかもしれない。

　同じようなメッセージを彰斗さんと長山さんにも送っている。二人とも心配していた。

　情けないな。

　こんな風邪、一日で吹き飛ばせたはずなのに。

　インターホンで応対する礼央の声が動揺していた。

　どうしたのだろう？

「お待ちください」と慌てた様子で玄関に向かう足音が聞こえた。

　来客はまりかではなかったようだ。

　でも、まりからしき声もするような？

　誰が来たのだろう？

　まだベッドに寝ていた私は起き上がって、自室を出た。

「今、姉に話してきますから……あ、姉ちゃん」

　私がリビングに入るのとほぼ同時に、礼央と彰斗さんが玄関の方から入ってきた。

「えっ、彰斗さん！」

　どうして、ここにいるの？

　固まる私に彰斗さんは微笑んだ。

「莉央、おはよう」

「はい……おはようございます」

　一応挨拶を返すが、状況が理解できない。

　戸惑っていると、まりかもひと足遅れて入ってきた。

「莉央ー、起きて大丈夫なの？」

「うん……なんとか」

　まりかは彰斗さんをちらりと見てから、私に用件を伝える。

「私、たまごサンドもらいに来たんだよ」

「たまごサンド？」

　何の話かと首を傾げる私の背中にまりかが手を添える。

「莉央、まだ熱があるんでしょ？　立ってないで座りなさいよ」

　私はソファに腰を下ろし、まりかの動きを目で追った。

　テーブルには紙箱が置いてあった。礼央がそれをまりかに渡す。

「袋に入れようか？」

「このままでいいよ。礼央くん、ありがとう」

　私はまりかに渡った紙箱を指差した。

「それ、たまごサンドが入ってるの？」

「そう。礼央くんが食べるならあげるよって言うから、取りに来たの。じゃ、仕事行くね」

「行ってらっしゃい」

　出ていくまりかに手を振ってから、昨日帰ってきた礼央を思い出す。

　廊下で寝ていて怒られたけど、卵が安かったから買っちゃったと喜んでいた。

　前に買ったのがまだ残っているから、とりあえずゆで卵にすると言っていた。

　そうか、それでたまごサンドを作ったというわけだ。

　今日は普通に食欲があるから、お粥ではない食べ物で胃袋を満たしたい。

「たまごサンド、私も食べたい」

「姉ちゃんの分もあるよ」

「やった！　彰斗さんも食べます？　礼央が作るたまごサンド、美味しいんですよ」

　所在なさげに立っていた彰斗さんに話しかける。

「俺ももらって、いいのかな？」

　彰斗さんは礼央の反応を窺った。

　礼央はキッチンに行き、皿を二つ持ってきた。皿の上にはもちろんたまごサンド。

「嫌いでなかったら、どうぞ。コーヒーかオレンジジュース、どっちがいいですか？」

「あ、じゃあ、コーヒーをいただいていいかな……」

　遠慮がちに言う彰斗さんに礼央は微かに頷いた。

「了解です」

　私は彰斗さんに向かって、自分の横を叩いた。

「彰斗さん、ここに座ってください」

「うん、ありがとう」

　礼央はコーヒーを彰斗さんの前に置き、私にはオレンジジュースを用意してくれた。

　ついでにヨーグルトも添える。

「俺もそろそろ出るんで、ごゆっくり……と言っても、姉ちゃんは病人なので疲れさせないでくださいね」

「ありがとう。わかっているよ」

　礼央は私にも無茶をするなと念押して、大きめのランチボックスに入れた紙袋を提げた。

　大量のサンドイッチを大学の友だちに振る舞うそうだ。

　彰斗さんと二人だけになり、コーヒーを飲む彼を見た。

　今日の彼はスーツを着ていない。

　薄手のニットに黒のパンツを穿いている。この格好で出勤するとは思えない。

　それにこれから出勤するにしては、のんびりしているような？

「彰斗さん、お仕事は？」

「有休だよ」

「もともと有休をとっていたんですか？」

「いや、急遽。今日こそ莉央の看病を全うしようと思ってね。あと、まだ肝心な話ができていなかったから」

「私のためにですか？」

「うん、大事なことだからね」

　彰斗さんはキッパリと言って、たまごサンドを口に入れた。

　私は唖然とする。

　ライエールを守ることを常に念頭に置いている彰斗さんは、何よりも仕事を優先すると思っていた。

　急ぐ話ではないから、休日に話せばいいだろうに。

「お仕事の方が大事だと思いますけど」

「今日はたまたま会議もないし、人と会う予定もなかった。やることはあるけれど、それほど急ぎではない。それに今年度はまだ有休をとっていなかったから、ちょうど良かった。だから、運がいいなと思ったよ」

「運がいいですか？」

「莉央と会える運が、今日あったんだよ」

　まさか運がいいと言われると思わなかった。

　私と会えることを喜んでくれていると単純に解釈してしまう。

「おお、すごい運ですね！」

　私は目を輝かせた。

　そんな私の頬に彰斗さんの手が触れる。どういう感情で触られたのか理解できなく、キョトンとした。

「あの？」

「あ、ごめん。莉央のそういう素直な反応がかわいくて、つい……」

　彼は慌てた様子で手を引っ込めて、頬を赤らめた。

　えっ？

　彰斗さんこそ、その反応は何？

　かわいいです……。

　私は彼の腕に手を置き、「彰斗さん」と呼んだ。

「何？」

「ついに続く言葉が聞きたいです」

「えっ？」

　彰斗さんは何を言われているのかわからないようで、首を傾げた。

「かわいくて、つい……の続き、何と言おうとしたんですか？」

「えっ、そこ、聞くの？」

　明らかに動揺する彰斗さんの頬はまだ赤い。じっと彼を見つめる。

　彰斗さんは私の手に自分の手を重ねた。

「つい触りたくなってしまった。莉央には俺だけを見てほしい」

「しっかりと見ていますよ？」

「いや、今じゃなくて、これからずっと……いつでも莉央のそばにいたい。俺の彼女になってくれない？」

「彰斗さんの彼女にしてくれるんですか？」

　私の望みは彰斗さんの彼女になることだ。砕かれた望みだから、言われたことがにわかに信じられない。

　引く作戦が成功したのかな。

　本当に？

「莉央が好きだから、彼女にしたい。莉央もまだ俺を好きでいてくれるのなら、付き合ってもらえる？」

「私も好きです。付き合います！　彼女になります！」

　喜びが抑えきれなくて、私は思いっきり彰斗さんに抱きついた。

　彼も私を強く抱きしめてくれて、私たちはお互いのぬくもりを感じ合った。

　心の中まで温かさが浸透していき、最高に気分が良くなる。

　このままでずっといたい。

「ほんとに嬉しいです。夢じゃないですよね？」

「うん」

「私たち、両想いなんですよね？」

「うん」

「最高ですね」

「うん」

　彼からの返事は短くても、嘘偽りのない気持ちが伝わってきた。

　幸せだな。
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　彰斗さんの彼女になれてから、私の気持ちは日々穏やかである。

　好きになってもらうために攻めることをしなくていいし、感情を抑える必要もなくなった。

　プライベートが充実すると仕事が捗るというが、まさにその通り。各部署から届いた報告書をまとめるデータ作成も予定より早くに進んでいる。

　ひと段落ついたところで、パソコンに保存した。

　ちょっと気分転換でもしてこようかな。

　パワーポイントで会議用資料を作成中の長山さんに声を掛ける。

「会議の準備、行ってきます」

「もう？　四時からだよね？」

「それまで会議室の使用予定がないので、今やってきます」

　通常三十分前から行えば間に合う作業である。まだ二時間も前だが、ちょうど手が空いたこともあり、気分転換にもなるからやってしまおうと思った次第だ。

　長山さんは張り切って服の袖をまくる私を苦笑した。

「行ってらっしゃい」

「はい」

　キャビネットからネームプレートが入っている箱を出していると、「青野さん」と呼ばれた。この声は……愛しの彼氏だ。

　中腰姿勢だった私は体を起こして、くるりと振り返った。

「はい、何でしょう？」

「今、時間ある？」

「あります！　どんなご用件でも承りますよ」

「じゃあ、一緒に来て」

　出した箱をキャビネット内に戻し、彰斗さんに付いていく。

　彼に合わせて、エレベーターに乗った。行き先は、最上階だった。

　ん？　最上階って、何があるっけ？

「あの、どちらまで？」

「社長室だよ」

「ええっ！」

「そんなビックリしなくても……はい、降りて」

　驚いている間にエレベーターのドアが開く。

　私はとりあえず降りたが、先へと進めなかった。

「どうしたの？　こっちだよ」

　先を歩いていた彰斗さんに手招きされた。

　私は首を横に振った。

　彰斗さんが怪訝そうに近寄る。

「私、何か重大なミスを犯しましたか？　身に覚えがないんですけど」

「何もしていないよ」

「では、どうして……社長室に行かないといけないんですか？」

「そんな泣きそうな顔しないで。怒られないから、大丈夫だよ」

　彰斗さんに手を握られそうになるが、拒否した。

　彰斗さんの目には、戸惑いの色が現れていた。

　いけない……私の不安を取り除こうとしてくれているのに。

「ごめんなさい」

　私から握ろうと手を伸ばす。

　その時、社長室のドアが開かれて、スーツ姿の男性が出てきた。

　社長秘書の倉木さんだ。

　私たちの声が中まで聞こえていたようだ。

「お二人ともお入りください。社長がお待ちしていますよ」

「今、行きます。ほら、行こう」

　社長が待っていると言われたら、さすがに止まってはいられない。

　そう思うのにも関わらず、私はなかなか一歩が出なかった。

　倉木さんが私たちの近くまで来る。

「青野さん、安心してください。怒られるようなことではないですよ」

「本当ですか？」

「はい、私を信じてください。行きましょう」

　優しく微笑む倉木さんは私を促した。

　倉木さんの笑顔に安心感を覚え、私も表情を緩める。

　悪い話ではなさそうだ。

　安堵して倉木さんと歩こうとしたら、彰斗さんがグイッと私の肩を抱いた。

「俺が一緒に行きます」

　倉木さんは突然のことに呆然とした。

　私も彰斗さんの思いがけない行動にビックリして、彼を見つめた。

　その時、社長室から声が届いた。

「おやおや、意外に独占欲が強いんだな」

　社長にも見られていたようだけれど、独占欲？

　倉木さんと並んで入ろうとしただけで？

「社長……いえ、そういうわけでは……」

　彰斗さんは慌てて、私の肩にあった手をどかした。

　そんな小さなことに嫉妬する人ではないと思っていたが、社長の見解は当たっていたようだ。

　社長はニコニコ顔でドアを大きく開ける。

「まあ、入りなさい」

　やっと、社長室に入ることができた。

　ここには入社式の時の一度しか来たことがない。今が二度目だ。

　社長が座る前のソファに彰斗さんと腰を下ろした。

　彰斗さんにも倉木さんにも怒られないと言われたが、何のために呼ばれたのだろう。

　緊張で手が震えそうになる。

　倉木さんはテーブルにコーヒーを並べて、退室した。

「青野さん」

「はい！」

　姿勢を正して、膝に重ねていた手にギュッと力を入れる。

「彰斗のどこが好きなの？」

「はい？　えっ？　あの、えっと……」

　予想もしていない質問をされて、私は社長と彰斗さんを交互に見た。

　どう答えたらいいのか、迷う。

「彰斗から青野さんと付き合い出したと聞いて、ぜひとも個人的に話したいと思ってね」

「だからといって、質問が唐突ですよ。莉央が困っているじゃないですか。ね、莉央」

　同意を求められて、私は軽く首を振った。

「いいえ、困っていません。驚きましたけど……あの、質問の答えですが、彰斗さんの誠実で優しいところが好きです」

「そう、ありきたりな答えだね」

　ニコニコ顔だった社長の表情が一変して、真顔になった。

　間違った回答だった？

「あのう、ご不満ですか？」

「うーん。もっとロマンを感じることが聞きたいんだけどねー」

「ロマンですか？」

　社長は「うん」と言って、コーヒーに口を付けた。

「僕は自称ロマンチストでね、夢や希望に溢れた世界を想像するのが好きなんだ。君たちの再会のエピソードにはとても運命的なものを感じたよ。だから、君たちが恋人同士になったのもきっと強い絆からだと思っている。表向きの気持ちではなくて、秘められた想いを特別に聞かせてほしい」

　秘められた想い……それを暴露するのには、相当な覚悟がいる。

　相手が社長といっても、安易に教えられない。

　今度こそ困った私は救いの手を差し伸べてもらおうとして、彰斗さんを見た。

「莉央の気持ちは俺だけのものですから、他の人には話しませんよ」

「二人だけの秘密ということか、それはそれでいいね。仕方がない、諦めるとするか。ところで、結婚式はいつする予定だ？」

　社長からの問いは突拍子もないことばかりだ。

　次は結婚式？

　私は彰斗さんと顔を見合わせた。彰斗さんも困惑していて、口を付けようとしていたカップをソーサーに戻した。

「気が早すぎませんか？　まだお互い知らないことも多いですし……」

「まさか青野さんとの結婚は考えていないというのか？」

　社長の言葉は私の心に突き刺さった。

　私はこっそり彰斗さんと暮らす生活を夢見ていた。きっと幸せに満ち溢れているであろう未来を想像した。

　ここで早くも夢が打ち砕かれるとは、悲しすぎる。

「彰斗さんは考えていないんですね……」

　しゅんとなり、視線を床に落とした。

　涙が出そうだ。

「莉央、違う。ちゃんと結婚しようと決めているよ。ただ、まだプロポーズもしていない現時点では、そこまで言えないというか……でも、心配しないで。俺が結婚したいと思う人は莉央しかいないから」

　必死に弁解する彰斗さんは私の手をがっしりと握った。

「ほんとですか？」

「うん」

　私を見つめる瞳からは嘘は一切感じられない。

　私も結婚したい人は彰斗さんしかいない。

　同じ気持ちを嬉しく思っていると、前から大きなため息が聞こえてきた。

「彰斗はいつも慎重だけど、たまには弾けてもいいんじゃないか？」

「弾けるとは、どのように？」

　彰斗さんの返しに、社長は不敵な笑みを浮かべた。

「さっきの独占欲を露わにするとこは良かったけどね。そうだ！　今ここで、熱いプロポーズするとかどう？　二人の歴史的瞬間を見せてほしいな」

　またまたとんでもないことを言い出した社長に対して、彰斗さんは不快そうに顔を歪めた。

「嫌ですよ。どうして社長の前で言わなくちゃいけないですか？」

「ほら、俺が証人になれる」

「冗談じゃないです。俺なりにプロポーズする日は考えていますから」

「ほお、いつだね？　あまりつまらない日ではダメだよ」

「つまらない日ではないです。クリス……あ！」

　売り言葉に買い言葉状態だった彰斗さんは、社長の誘導にはまった。

　そこまで言うつもりはなかったのだろう。

　彰斗さんは口を手で押さえた。

　しかし、社長も私も何を言おうとしたか予想できた。

　思わず社長と顔を見合わせて、笑みを零した。

「そうか、クリスマスにか。うんうん、ロマンチックな夜になりそうだね、青野さん」

「はい！　きっと一生の思い出に残る夜になるかと思いますので、とっても楽しみです！　彰斗さん、よろしくお願いします」

　彰斗さんは、意気投合する私と社長に恨めし気な視線を向けた。

「二人して、ハードルを上げるのか……」

　上げたつもりはないが、どんなプロポーズをしてもらえるのか期待に胸が膨らんだ。






　去年のクリスマスは礼央とまりかとホームパーティーをした。来年もやろうねと約束していた。

　だけど、状況は変わった。

　私はロマンチックな日にプロポーズを受けるため、準備をしなくてはならない。

　まずは約束を破ってしまうことを謝ろう。

　社長室に呼ばれた日の夜、礼央特製のもつ鍋をまりかも交えて囲んだ。

「んー、美味しい！　温まる！」

「ほんと、礼央くんのもつ鍋、美味しすぎる」

　私とまりかに持ち上げられて、気分が良くなった礼央は私たちのグラスにビールを注いだ。

　温かい鍋には、冷たいビールが最高に合う。

　私は半分ほど飲んで、口の端を拭った。

「クリスマスなんだけど、彰斗さんとデートすることになったの。だから、今年は二人とパーティーできなくなっちゃった。ごめん」

　両手を顔の前に合わせて、二人からの返事を待つ。

「えー、何で謝るのよ。夢に見たクリスマスデートでしょ！　良かったねー。楽しんできてよ」

「ありがとう。でも、まりかと礼央はどうする？」

「礼央くんが嫌でなければ、二人でやるよ。礼央くん、どう？」

　まりかに聞かれた礼央は箸を置いた。

「いいよ。まりかさん、二人でやろう。俺、今年もチキン焼くね」

「やった！　礼央くんとおうちデートだ」

　私は食べようとしていた手を止めて、目をパチクリさせた。

「えっ、デート？」

「私も好きな人と二人だけでクリスマスしたかったの。いつも莉央がいるから、言えなかったけど」

「ええっ！　私のせい？　って、それよりも！　まりか、礼央が好きなの？」

「そうよ」

　照れもしないで、しれっと言うまりかに反して、礼央の顔は真っ赤になっていた。

「いや、ちょっと待ってよ。頭が追いつかない……まりかさん、マジで俺が好きなの？」

「礼央くんは私の言葉が信用できないの？」

「信用できないわけじゃないけど、信じられない。だって、俺だけが……あー」

　かなり混乱している礼央が心配になった。

「礼央、大丈夫？」

「何で姉ちゃん、ここにいるんだよ」

「何でって、失礼ね。私もここに住んでいるんだから、当たり前でしょうが。今、美味しくもつ鍋食べているし」

　礼央は両手で顔を覆って、「恥ずかしい」と漏らした。

　我が弟ながら、かわいい反応だ。

　まりかも同じことを思ったのか、楽しそうな顔で礼央の隣に移動した。

　それから「礼央くん」と礼央の手首を掴んだ。

「礼央くんの気持ち、教えて」

　さすが我が親友だ。まりかも意外と積極的に攻める。

　事の成り行きを見守るだけでいられなくて、私はお尻をムズムズと動かした。

　まりかを援護しようと口を開きかけたが、先にまりかが礼央の手首を引っ張った。

「ねえ、礼央くん」

　礼央は観念したようで、手をどかしてまりかを見た。まりかは礼央の赤く色付いている頬をつつく。

　その手を礼央が掴んで、二人は見つめ合う。

　私はこの場にいてはいけないように思えて、そっとトイレへと消えた。

　トイレに入る前に「俺も好き」という愛の囁きが聞こえたが、素知らぬふりをした。

　何だか甘酸っぱい……。

　困った、私はどのタイミングで戻ればいいの？

　トイレから静かに出て、リビングに入る手前の廊下で息をひそめた。

　二人の様子を窺うがまったくわからない。

　まさか私がいるのに何かするわけはないだろう。

　そう思いながら、ドアを開けた。

　わっ！

　何かしてたよ。

　キスする二人が目に入り、急いで後ろを向いて咳払いした。

　二人がうまくいったのは嬉しいが、弟と親友のキスシーンを見るのは気まずい。

「あ、莉央」

「あー、食べ過ぎたかも。お腹いっぱい」

　私は腹部を撫でながら、椅子に座った。

　入れ替わりに礼央が立ち、まりかは元の場所に座り直す。礼央がトイレに入ったのを確認して、まりかに言った。

「クリスマスはお互いデートだね」

「莉央に負けないくらい私たちも楽しいクリスマスにするよ」

「私も絶対負けないからね」

　笑顔で返すとまりかは笑った。

「何の勝負なんだか」

「どっちがより幸せか？」

「幸せなんて、人と比べるもんじゃないわよ。自分たちが幸せだと思えば、それで良しでしょ」

「確かにそうだ、そうだー。乾杯しよう！」

　盛り上がった私たちはビールで乾杯した。

　いつもの楽しい食事を終えて、まりかは上機嫌で自分の部屋に帰っていった。

　私が片づけをしている間、礼央は早々と入浴を済ませる。

「俺、まりかさんのとこに行ってくる」

　まだ髪が湿っている礼央は、スマホと鍵だけを持っていた。

「今から？」

「そう」

「帰ってくるの？」

「たぶん、今夜は帰らないかな」

「ええっ！」

　驚きで私は持っていた皿を落としそうになった。そんな私に見向きもしないで、礼央は颯爽と出ていく。

　まりかしか眼中にないようだ。

　しかし、いろいろと展開が早くないだろうか。

　私はまだ彰斗さんからおでこにしかキスをもらっていない。

　どんどん先へと進む二人に悔しくなる。

　入浴を終えた私はソファに座り、彰斗さんに電話を掛けた。

　週末の静かな夜は寂しい。

　彼にまりかと礼央のことを話し、膝を抱えた。

「それで……礼央、まりかの部屋に行っちゃったんですよ」

『そうなの？』

「いきなりお泊まりだなんて、ビックリですけど、羨ましいです」

『莉央、今から迎えに行っていい？　こっちにおいでよ』

　おおっ、誘われた。

　私はソファから飛び降りる。

　こういう展開を待ち望んでいたのだ。

「彰斗さんのとこにお泊まりしてもいいんですか？」

『明日は一緒に出掛ける予定だから、今から一緒にいても問題ないよね？』

「全然問題ないです！」

　ただいま夜の十時。これから出掛けるのには遅い時間だが、明日は休日だから遅くまで起きていられる。

　今夜はアルコールを口にしていないからと、彰斗さんは車で迎えに来てくれた。彼も入浴を済ませていて、髪がさらさらと揺れていた。

　彰斗さんのマンションは私が住んでいるところの倍以上高かった。私は目を凝らして、見上げる。

「何階に住んでいるんですか？」

「二十五階だよ。最上階じゃなくて、ごめんね」

「いえ、充分高いですよ。うちは五階ですから、五倍です」

　五階から見る夜景とは違い、見える範囲が広かった。

　それに部屋も広い。リビングルームだけで、うちの全体の広さと同じくらいあった。

　まず窓からの眺望に感動した私は、じっくりと部屋を見回した。

「あ、このクッション、ライエールのですよね」

　白い革張りソファに置かれているクッションは、確か去年の春に発売されて二週間ほどで完売した物だ。

　カバーの薔薇の刺繍に高級感があるわりには価格がお手頃で、女性に人気だった。

「このラグもですよね！　この部屋にあるだけでめっちゃ高そうに見えます」

「うん、気に入っているよ」

　テーブルの下に敷かれているラグマットは、毛が柔らかくて滑り止めが付いている。これもまた比較的お手頃な値段設定にしたため、売れ行きが良かった。

　ライエールの商品を探しに来たのではないけれど、ひとつ見つけるとこれもあれもと宝探しみたいになった。

　キッチンカウンターにある一輪挿しもライエールの物だ。

　その近くにある白っぽい丸い物に目を止めて、吸い込まれるように近寄った。

　それはルームランプで、手をかざすと月のような優しい灯りが存在感を放った。

　初めて見るランプだけど、これもライエールのかな？

「彰斗さん、これって……」

　聞いている途中で、背後から抱きしめられた。

　背中に伝わるぬくもりと、首に感じる吐息から全身がじんわり温かくなる。

「莉央」

　彰斗さんは私の首筋に顔を埋めた。彼の髪が私の頬をくすぐる。

　温かいが熱いに変わっていく。

「莉央、いい匂いがする。お風呂入った？」

「はい」

「じゃあ、このまま眠れるね」

「えっ、もう寝るんですか？」

「眠くないみたいだね。こっちに来て」

　彰斗さんは指を絡めて手を握り、隣の部屋に連れていく。

　ダブルサイズのベッドとサイドテーブルが置かれただけのシンプルな部屋だった。

「大きいベッド、いいですね」

「寝心地いいよ。ほら」

「わわっ……」

　私は突然ポスっと、倒された。

　確かに程よい硬さで素敵な夢が見られそうなベッドだ。

　でも、きっと、すぐには眠れない。

　だって、素早く上半身裸になった彰斗さんが近くまで迫ってきているもの……。

　目を閉じれば、二人の唇が自然と重なる。

　そう、彼との初めての口づけは当たり前のように交わされた。しっくりくるキスで、気持ちが良い。

　微かに口を開けば、深いキスに変わる。気持ちが高揚して、彼を受け入れる準備が着々と進んでいく。

　彼の背中に腕を回すと、濃さが増した。

　漏れる吐息の中で、彼を見つめる。

「彰斗さん、大好き」

「俺も大好きだよ」

　欲しい返事をもらい、全身を隈なく愛された。






　今年のクリスマスイブは幸いに土曜日だった。

　私は彰斗さんからプレゼントされたモスグリーンのカクテルドレスにストールを羽織り、緩やかに巻いた髪をアップにした。

　彼が予約したレストランはラグジュアリーホテルの中にあった。

　持っているワンピースを着ていこうと考えていたが、彰斗さんからドレスをプレゼントされた。こういうドレスを売っているようなブティックに入るのは初めてで緊張した。

　彰斗さんがスムーズに選んでくれて、いくつも試着した。ちょっとしたお姫さま気分で楽しい時間を味わった。

　今夜もきっとロマンチックな夜になるだろう。

　私たちはホテルのラウンジで待ち合わせた。彰斗さんは今日、いくつかのライエールの店舗の様子を見に行っていた。

　店舗は繁忙期ということもあって、営業部からは何人かの社員が応援に出向いている。

　ホテルに到着した私はラウンジで紅茶を飲みながら、彰斗さんを待った。

　ざっと周囲に目を向ける。

　やっぱりクリスマスイブだな。

　どの人もきれいに着飾っていて、楽しそうだ。

　自分がそんな空間の中にいるのがいまだに信じられない。

　場違いのように思える。

　私、大丈夫かな……粗相しないよう気を付けないと。

　身を引き締めるよう、背筋を伸ばした。

「莉央、お待たせ」

「彰斗さん、お疲れ様です」

　彼を見上げて、更なる緊張が走る。

　タキシードに光沢のあるネクタイを締めた彼はとにかくかっこよかった。

　上品な雰囲気が漂い、誰よりも輝いている。

　私の前でコーヒーを飲む彼はこの場に違和感なく溶け込んでいた。

　ドキドキさせられてしまう。

　本当に私、大丈夫かな。

　またもや妙な不安に襲われた。

「莉央、どうしたの？」

「こういった場所に慣れていなくて、こんなドレスを着るのも初めてで困っています」

「うん、わかる。俺も緊張してるからね」

「彰斗さんも？　全然そんなふうには見えないです」

　彼は私の否定に、表情を和らげた。

　普段の彼に戻った感じだ。

「それなりにいろいろ経験をしているけど、莉央がきれいすぎるから肩に力が入っちゃったよ」

「言われてみれば、肩がビシッとしていました」

　そうか、それで雰囲気が違うように見えたのかもしれない。

　私が納得していると、彼は肩を震わせて笑った。

　だいぶ肩の力が抜けたようだ……じゃなくて、どうして笑うの？

「何かおかしいこと、言いました？」

「莉央らしい見解だなと思ってね。ほんと、莉央といると楽しくなるよ」

「私……褒められているんでしょうか？」

「うん、褒めているよ。莉央は素直でかわいくて、楽しくて、気配りのできる優しい素敵な女性だよ」

　ものすごく高い評価を得てしまい、私は落ち着きなくもじもじした。

「そんな素敵ではないです。でも、嬉しいです」

「正直に嬉しいと言える前向きなところも好きだよ」

「ありがとうございます」

　クリスマスイブだからだろうか、飛び跳ねて喜びたくなる言葉をたくさんくれる。

　気分がどんどん上がっていった。

「そろそろ行こうか」

　腕時計で時間を確認する彰斗さんに言われて、「はい」と返す。

　きっとレストランも高級感たっぷりなんだろうなと期待しながら、エレベーターに乗った。

　しかし、エレベーターはレストランのある階で止まらなかった。

「あれ？　ここは？」

　降りたのは客室がある階で、廊下はしんと静まり返っている。

　彰斗さんの腕に手を添えて進んでいった部屋は、なんとスイートルームだった。

　クリスマスツリーが飾られ、大きな窓からはキラキラと輝く街が一望できた。

　彰斗さんの部屋から見た夜景もきれいだったが、ここも負けないくらいきれいで、ベイエリアまで見えた。

　こんな豪華な部屋に泊まるのは初めてだ。

　あちらこちらを見回した私は、白いクロスが掛かるテーブルの前に行く。

　そこにはクリスマスの花であるポインセチアが飾られ、カトラリーがすでにセットされていた。

「もしかして、ここで食事ですか？」

「うん」

「でも、ここならドレスコードなんてないような……」

　二人だけしかいない部屋なら、どんな服装でも問題ないのでは？

「俺の自己満足なんだけどね」

「どういうことですか？」

「『子どもの頃、お姫さまになりかった』と言っていたでしょ？　お姫さまとまではいかなくてもドレスを着せたいなと思ったんだ」

　いつ、私の幼い頃の夢を耳にしたのだろう。

　もしかして、長山さんに話した時？

「子どもの頃の夢を叶えてくれたんですか？」

「莉央の願いは昔であろうと今であろうと、俺がすべて叶えたい。他の人には絶対に渡さないよ。莉央の笑顔をひとり占めしたいからね。それに、莉央のきれいなドレス姿を他の人に見せたくない」

「誰も私なんか見ないですよ」

「気付いていなかったの？　ラウンジで莉央を見ている男がたくさんいたよ。声掛けられなくて良かったけどね」

　周囲からの視線は感じていた。でも、場違いな私が目立っているのだと思っていた。

　どちらが正解なのかはわからないけれど、彼の独占欲を聞いて、嬉しくなる。

「私は彰斗さん以外の人に目移りしませんよ。彰斗さんしか目に入りません」

「莉央は俺を喜ばせる天才だね」

「それを言うなら、彰斗さんもです」

　私たちが笑い合っていると、部屋のチャイムが鳴った。

　スタッフの手によって、テーブルに次々と料理が並べられる。

　デザートは自分で出すからと彰斗さんが伝えて、冷蔵庫に保管してもらった。

　スタッフはシャンパンをグラスに注いでから、退室した。

　二人だけの時間になり、乾杯した。

「メリークリスマス」

「メリークリスマスです……んー、飲みやすくて、美味しいです！」

「そうだね。まだあるからどんどん飲んで」

　シャンパンはワインセラーで冷やしてあった。

「どんどん飲んだら、酔ってしまいます」

「いいよ、酔っても。ベッドはすぐそこにあるから、いつでも横になれるよ。ただ、寝かせるつもりはないけどね」

　どうやら、すんなり眠らせてもらえないらしい。

　彼にされることを想像すると、顔が火照ってきた。

「ん？　もう酔った？　顔が赤いよ」

「そ、そうですか。あ、シャンパンなんて飲みなれていないからかもしれません」

　ベッドでの情事を妄想したことは内緒だ。

　今はとにかく、食事に集中しよう。

　気を取り直して食べる料理は、どれも極上な味で幸せな気分になった。

「こんな美味しいのが食べられて、幸せです」

「俺もかわいい莉央と楽しい食事ができて、最高に幸せだよ」

　彰斗さんからの甘い言葉に、頭がくらくらしてしまいそう。

　今夜の彰斗さんは甘すぎる。

　どこまで私を喜ばせるのだろう。

　私も負けじと喜ばせたい。

　食事を終えてから、ソファに座る彰斗さんへ箱を渡した。

「クリスマスプレゼントです」

「ありがとう。開けてもいい？」

「はい、もちろんです」

　彰斗さんの反応をドキドキしながら、見守った。

　喜んでくれるかな。

　包装紙を取り、蓋を開けた彼は中から革の名刺入れを取り出した。

「おお、ありがとう！　そろそろ新しくしようかと思っていたんだよ。いいね、これ」

　彰斗さんは目を輝かせて、中の部分までじっくりと見ていた。

　予想以上に喜んでくれていて、安心した。

「気に入ってもらえて、良かったです。実はかなり悩んでいて、この前ちらりと見た名刺入れに使用感があったので、これにしようと決めました」

「さすが莉央、鋭いね。今のは、もう五年も使っているんだよ」

「物持ちがいいですね。それも長く使ってもらえたら、嬉しいです」

「もちろん大切にするよ。ちょっと、待っていて。莉央、目をつぶっていてくれる？」

「はい」

　彰斗さんは腰を上げて、カバンへと歩いていく。

　私は目を閉じて、心を躍らせた。

　きっとこれからプロポーズしてくれる。

　プロポーズには指輪が必要だから、取りに行ったのだろう。

　社長にもクリスマスにしようと考えていると話していた。

　背後に彼の気配を感じていると、首の後ろに触れられた。

　ん？

　何だろう？

　ネックレスが外される感じがして、私は首元を手で探る。

　あ、やっぱりない……と思っていたら、手の上に何かが当たった。

「莉央、手をどかして」

「あ、はい」

　外して、また付けた？

　ネックレスが戻されたのを感じる。

「目を開けていいよ。それ、俺からのクリスマスプレゼント」

「わっ、大きくなっているし、増えている！　ありがとうございます！」

　今ほどまで着けていたネックレスは、去年のボーナスで買った、小さなダイヤモンドが付いた物だった。

　それが、ひと回り大きな粒になり、三個に増えていた。スリーストーンといわれるデザインのネックレスだ。

　私はよく見ようとパウダールームに向かう。

　胸元に輝くネックレスはドレスに合っていた。

「うわあ、きれい」

「うん、よく似合っているよ」

　いつの間にか彰斗さんも来ていて、後ろから抱きしめられる。鏡に映る彼は、私の首と肩にキスをした。

　くるっと半回転させられて、正面から唇が重なる。

　瞬く間に息もつけないくらいの濃いキスへと変わり、立っているのが辛くなった。

　私の腰を支えていた彼の手は、背中の上に移動してきて、ドレスのファスナーを下ろす。

　私は慌ててドレスの襟元を押さえて、落ちないようにした。

「せっかくだから、このまま一緒にシャワー浴びようか」

「えっ？　それは、ちょっと……」

　既にお互いの体を見せ合っているとはいえ、一緒に入浴する勇気はまだない。

　でも、断るのは良くないかな……。

　この雰囲気を壊してしまうよね？

　恥ずかしいけど、腹をくくるしかない？

　あれこれ考えていると、頭を撫でられた。

「ごめん、困らせちゃったね。先に浴びておいで」

　彰斗さんは微笑んで、出ていった。

　彼はいつでも私の気持ちを優先してくれる優しい人だ。

　その優しさに応えたい。

　それぞれがシャワー終えて、私はベッドで覆いかぶさろうとする彼に手を伸ばした。

「彰斗さんの好きなようにしてください」

　彼は目を見開いてから、笑った。

「そんなこと言われたら、しつこいくらい抱きつくすよ？」

「はい、覚悟しています」

「頼もしいね」

　彼は私の額を軽く撫でて、まず唇を甘噛みした。

　どんなに荒くされても耐える思いだったが、優しく抱かれた。

　だけど、喉がカラカラになるまで続けられた……。

　翌朝、目が覚めて第一に呟いたのは、「喉が渇いた」だった。

　隣に眠る彰斗さんはスッキリした顔をしている。

　何度啼かされたか覚えていないが、彼は満足したに違いない。

　もちろん私も満足した。

　体は水分を欲しているのだけれど、ぬくもりから離れられず、彰斗さんによりくっ付いた。

　私の動きで起こしてしまったみたいだ。

　彼の瞼が開かれた。

「莉央……」

　同じように喉が渇いているのか、声が掠れている。

　私は彼の腕にギュッと抱きついた。

「私、とっても幸せです。目が覚めた時に、愛する人の顔を一番に見られるのは最高です」

「うん、そうだね。毎朝、莉央を幸せにさせると誓うよ」

「それは、どういう意味ですか？」

　彰斗さんは私の左手首を掴んで、上にあげた。

　薬指に何かがある……指輪だ！

　眠っている間に嵌められたようだ。

「彰斗さん、これ……」

「莉央、結婚しよう」

　昨夜プロポーズしてもらえなかったから、まだ早いと考え直したのかと思った。

　いつかしてもらえるまで頑張ろうとひそかに決心していた。

　このタイミングでされるなんて、想定外だ。

　ビックリして、ただ彰斗さんを見つめる。

　彼は困惑気味に「莉央？」と言った。

「何ですか？」

「返事、もらえないかな？」

「あ……はい、結婚します！」

　彰斗さんは安堵した笑みを浮かべ、私の左手に口づけをした。
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